
都留市埋蔵文化財調査報告 第12集

ニ ノ側 追 跡
San‐No‐Gawa SКe

田原土地区画整理事業に伴う発掘調査報告書

2003日 3

都留市教育委員会

沖
々
Ｆ
フ



都留市埋蔵文化財調査報告 第12集

三 ノ側 澄 跡
San‐NoHGawa She

田原土地区画整理事業に伴う発掘調査報告書

2003.3

都留市教育委員会



本報告書 は、都留市 田原土地 区画整理事業 に伴 う埋蔵文化財包蔵地 の記録保存 のため に発掘

調査 を実施 した三 ノ側遺跡 (第 2次 )の 調査成果 をまとめた ものであ ります。

本遺跡 の所在す る都留市 田原地 区周辺 は、桂 川の右岸段丘上 の広大 な平坦地 に位置 してお り、

古代 甲斐 国都留郡 、多 良郷 の推定地 の一つ とされてい る地域 です。

かつ て三 ノ側遺跡 は昭和 56年 (1981)に 発掘調査 を実施 し、奈良・平安時代 の住居跡 を検

出 した ところであ り、 また、遺物 で は国内の鋳造貨 幣 としては最古級 の和 同開弥 や、皇朝十二

銭 のひ とつで富寿神宝 な どの銭貨 や、紡錘車 ・鎌 ・刀子 な どの鉄 製品 を発見 してお ります。

今 回の発掘調査 は昭和 56年 の調査 区 よ りも西方 に 200メ ー トルほ ど離 れた位置 において実

施 した ものであ り、発掘調査 は平成 13年 12月 か ら翌 14年 4月 までのお よそ 5ケ 月 を要 しま

した。

発掘調査 の結果 、竪穴住居跡 6軒 、掘立柱建物跡 2棟 、土坑約 150基 、溝状遺構 5条 な どの

遺構 を検 出 し、遺物 は甲斐型土器 を主体 とす る土 師器 をは じめ、須恵器 な どの土器、紡錘車 。

刀子・鉄鏃 。盤 な どの鉄製 品 を発見 しま した。出土遺物 か ら 9世 紀 中頃～ 10世 紀前半 に位置づ

け られ ます。 甲斐型土器 とは系統 の異 なる土器 も検 出 してお り、当時の地域 間の交流 を示す資

料 として注 目す る ところであ ります。

昭和 56年 (1981)の 第 1次調査 の結果 とあわせ、広大 な奈良・平安時代 の集落であ ることが

確認す る とともに、多良郷 の存在 を裏付 ける事例 の ひ とつ とな りま した。

末筆 なが ら、調査 に当たって ご指導 。ご協 力 を賜 つた関係各位 、並 び に調査 に従事 された方 々

に厚 く御礼 を申 し上 げ ます。 また、_試 掘調査 ・本調査 ・整理作業 の全般 にわた り多大 な尽力 を

い ただいた都留文科大学考古学研 究会 の諸君 に敬意 を表 します。

2003寄i3月

都留市教育委員会

教育長 富山 克彦



例   言

1.  本報告書 は、都留市四原地区土地区画整理事業 に先立 って、2001年 度か ら 2002年 度に

都留市教育委員会が行 った三ノ側遺跡第 2次調査の発掘調査報告書である。

2.  本報告書は主に杉本悠樹が執筆・編集 し、第Ⅲ章の第 1節 の一部は井部利春が執筆 した。

3.  遺跡の写真は、杉本 。中野一成 。井部利春が撮影 し、遺物は杉本が行 つた。

4.  整理作業は都留文科大学考古学研究会に委託 し、杉本の指導の もと作業 を進めた。

5。   写真図版の レイアウ トのうち、発掘現場での写真 については首藤久士が選択・構成 した。

6.  挿図の編集において以下の作業分担 を行 うた。

遺構頁 レイアウ ト :川 中裕二・林 雅彦・首藤久士 (都 留文科大学考古学研究会 )

遺物頁 レイアウ ト :井部利春・川中裕二・利光恭子 (     ク      )
上記作業協力 :入江俊行 (日 本大学大学院)・ 浅賀貴広 (日 本大学 )

7.  調査の図面 。写真・遺物は都留市教育委員会に保管 してある。

例

1.  掲載 した図面の縮尺 は、原則 として、住居跡 。土坑・溝状遺構 ・竪穴状遺構 ・掘立柱建

物跡 は 1/60、 土器実測図・拓本 は 1/3、 住居跡のカマ ドは 1/30で ある。

2.  拓本で両面_を 載せ てある ものは、断面左側が表面、右側が内面である。

3.  須恵器の断面 は黒 く塗色 してある。

4.  遺構名や用語 を使宜的 に以下の ように略す る場合があるが本質的な意味 に差異 はない。

(例 )A地 点 1号住居跡→Al住      C地 点 1号 土坑→ Cl土

C地 点 1号 竪穴状遺構→ Cl竪    C地 点 1号 溝状遺構→ Cl溝
セクシ ョン→SEC              エ レベーシ ョン→ELV

5。   住居跡 の図面上 に貼 られているス クリー ン トー ンは焼土 ・粘質土 の分布 を示す ものであ

る。

6.  土器実測図 に貼 られているス ク リー ン トー ンは、土師器杯 の内面 は黒色土器、須恵器の

内外面 は釉 を示す ものである。
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写真図版目次

中  扉   A地 点 1号掘立柱建物跡

写真図版 (1) A地点調査前風景・A地点表土剥ぎ・C地点表土剥ぎ・Al住プラン確認

Al住カマド①,②,③・Al住調査風景 。Al住カマド検出状況

写真図版 (2) Al住遺物出土状況0,②・Al住完掘状況・Bl住検出状況

Bl住遺物出土状況・Bl住完掘状況・Bl住カマド検出状況・Bl住カマド断面

Cl住遺物出土状況

写真図版 (3) Cl住完掘状況 。C2住 2号カマド検出状況 。C2住 2号カマド断面

C2住 2号カマド堀り方 。C2住 l号カマド断面 。C2住 1号カマド堀り方

C2住覆土セクション・C2住遺物出土状況③・C2住遺物出土状況②

写真図版 (4) C2住遺物出土状況③,④・C2住完掘状況・C3鉄鏃出土状況 。C3住完掘状況

Dl住検出欄見・Dl住カマド検出☆え

写真図版 (5) Dl住カマド構造・Dl住遺物出土状況③,②,③,④・A地点プラン確認・A地点調査風景

A地点土坑群①,②,溝

写真図版 (6) A地点2号掘立建柱建物跡 。C地点藝出土状況・A地点近景③ o②・B地点近景

C地点近景 。C地点土坑群・B地点調査風景 。C地点調査風景

写真図版 (7)A地 点1号住居跡出土土器一 l

写真図版 (8)A地 点1号住居跡出土土器-2
写真図版 (9) B地点1号住居跡出土土器

写真図版 (10) C地点2号住居跡出土土器-1

写真図版 (■) C地点2号住居跡出土土器-2
写真図版 (12) C地点3号住居跡出土土器・D地点 1号住居跡出土土器-1

写真図版 (13) D地点1号住居跡出土土器-2・ 土坑出土土器 。階 代への旅」出土品展示状況



第 1節 調査 に至 る経過

平成 13年 11月 1日

平成 13年 11月 8日

平成 13年 12月 10日

平成 14年 4月 30日

平成 14年 5月 2日

平成 14年 5月 7日

第 2節 調査組織

第 圭早 調査概況

文化庁へ発掘通知 を提 出す る

試掘 による確認調査 を開始す る

発掘調査 を開始す る。

発掘調査 を終了する。

都留警察署長宛てに埋蔵文化財発見届 けを提 出す る。

山梨県教育委員会教育長宛てに埋蔵文化財保管証 を提 出す る。

主

機

査

査

調

調

体  都留市教育委員会

関  者る留市教育委員会

調査担当者

調 査  員

調査補助員

調査作業員

整理担当者

整理補助員

協力者 ・機関

(敬 称 略 )

事 務 局

奈良泰史・

小林安典

井部利春、

佐藤三和、

若 目田智子

(都 留文科大学考古学研究会 )

加藤 良造、天野茂治、渡辺金造、志村恵子、田代光男、田代久子、高部 潔

羽田喜久男、伊東大輔、石塚大介、飯沼容美、佐 々木美沙

杉本悠樹

井部利春、川中裕二、林 雅彦、首藤久士、片山 悟、飯沼 こずえ

利光恭子、若 目田智子、増本敦子、瀧内砂斗美、佐々木寛章、佐々木一基

能澤和幸、河北昌美、柳瀬美紀、多田有希子

(都 留文科大学考古学研究会 )

笠原みゆき、小西直樹、新津 健、野代幸和、福田正人、保坂康夫

入江俊行、浅賀貴広、都留文科大学考古学研究会、山梨県教育委員会

杉本悠樹

飯沼 こずえ、大竹直己、小浮正幸、片山 悟、川中裕二

鈴木宏子、首藤久士、堂前陽子、利光恭子、林 雅彦、柳沢拓哉

長

長

長

佐

当

涯

教

教

生

同

同

同

(平成 13年 度 )

富 山克彦

武井邦夫

小林千尋

安富康賀

鈴木正子

中野一成

(平成 14年 度

富 山克彦

渡辺良二

小林千尋

安富康賀

牛 田弘長

佐藤好男
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第 3節 調査方法

本遺跡は、都留市田原土地区画整理事業の施工に先立ち、同組合と都留市教育委員会との協議 し、事業予定

地において遺跡確認調査を実施した。確認調査は、事業予定地の全域に、 2× 2mの 試掘 トレンチを 50箇所

設定し、重機および作業員の人力により遺構確認面まで掘 り下げ、作業員によリトレンチ内の精査を行つた。

その結果、駅舎と駅前広場の予定地、区画道路予定地の一部に平安時代を主体とする遺構および遺物が確認さ

れ、およそ 1,200ポ について本調査を行うことになった。仮称・田原駅の駅舎、および駅前広場の北側 (家 中

川左岸)の範囲をA地点、駅前広場の南側 (家中川右岸)を B地点、区画道路 4‐ 3‐2号線予定地のうち、同 6‐ 5

号線との交差地点よりも南側をC地点、北側をD地点とし、合計 4つの地点を設定した。

調査は、事業予定地の範囲を示す杭を基準とし、調査区内に 10m× 10mの大グリッドを先行 して設定した

後、さらに 2× 2mの小グリッドを設定した。A地点は、北から南へ大グリッドには A・ B・ C～のアルファベ

ットを、小グリッドには 1～ 5の算用数字を付 し、Al・ A2・中A5・ Bl・ B2～ とし、西から東へは小グリッド毎

に 01・ 02・・・10。 11～ といった算用数字を付 し、両者をあわせた Al‐ 1・ Al‐ 2… Bl‐ 5～ がグリッド名となる。B

地点はA地点の要領とほぼ同様であるが、大グリッドを北から南へ、あ・い 。う～の平仮名を付 している点が

異なり、あ 1‐ 1と いったグリッド名になっている。C地点は、南北に細長い調査区であるため、小グリッドご

とに西～東へ A・ B・ C～ を、南から北へ 1・ 2・ 8～ の算用数字を付 し、A‐ 1・ A‐2… …B‐ 12・ B‐ 13～ と設定

した。D地点はC地点と同じ要領でグリッド名を付 している。

調査は、試掘の調査結果を参考にしたうえで、重機によって表土上層をを除去し、作業員による表土下層の

除去ならびに精査を行い、遺構の検出につとめた。本遺跡は試掘調査の結果、赤褐色のスコリアを多量に含む

黒色土上面に平安時代の遺構 。遺物が検出されたが、その下からは溶岩が検出されたため、平安時代の遺構を

中心に検出につとめることとなった。遺構確認面までの掘 り下げで出土した遺物について、小破片のものは各

グリッドごとに一括で取 り上げ、必要に応 じて平面実測及びレヴェリングなどの記録作業をした後、取 り上げ

た。

遺構が確認できた場合、住居跡および竪穴状遺構はは十字形にベル トを設定 し、土坑の場合は半裁、溝状遺

構は任意でベル トを設定 し、遺物を残 しながら徐々に掘 り下げ、土層断面図、遺構 。遺物の平面図、遺物出土

-2-



状況写真などの記録作業終了後に取り上げ、遺構全体写真の撮影などを経て、各遺構ごとに調査を終了してい

る。なお、住居跡の作図はS=1/20、 カマ ドの実測図はS=1/10を 基本に作図している。
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第 Ⅱ章 環

第 1節  地理的環境

本遺跡 の所在す る山梨県都留市 は、 中部地方の東端 と関東地方の西端 の間 もしくは重複部分

にあ り、山梨県 の東南部 に位置す る。周 囲は山に囲 まれてお り、市 の総面積 に対 して耕地が一

割 に も満 たない山間部で平坦地 は少 ない ものの、桂 川 (相 模川 )と その支流 の流域 には河岸段

丘が発達 してお り数多 くの遺跡が立地 している。

今 回調査 された三 ノ側遺跡 は桂 川の右岸段丘上 に位置 し、 この遺跡が所在す る上谷お よび田

原地区周辺 では段丘 の幅 も広 く、平坦地が広が っている。都留市 の南西 にそびえる御正体 山 よ

り北西 に張 り出 した尾根 の末端部や天狗 山か ら伸 びる複数の沢が交 わる地域 で もある。標高 は

A・ B地 点が約 502m、 C・ D地 点が約 500mを 測 り、西か ら東 に緩やか に傾斜 している。A地

点 は家 中川の左岸、 BoC・ D地 点 は同右岸 に位置 し、寺川 との間に挟 まれている。

第 2節 歴史的環境

第 1項  周 辺 の遺 跡

都留市内には多 くの遺跡が存在するが、特 に縄文時代お よび奈良・平安時代の遺跡の分布は

濃厚である。本遺跡は桂川流域 に所在するが、同流域 に分布する遺跡 を中心 に周辺の遺跡 を概

観する。l:下溝遺跡は十 日市場 にあ り、かつて宅地造成の際に遺物が発見 されているものの、

時代等の詳細 は不明である。 2:山 梨原遺跡は大明見溶岩上及び末端 に位置する遺跡で中央 自

動車道 4車線化工事 に伴い発掘調査がなされ、縄文時代の住居跡 4軒 ・土坑 9基 ・集石 l基 ・

礫群・小 ピッ ト、平安時代お よび中世以降の上坑 13基・溝状遺構 45条 が検出されている。3:

下原遺跡・ 4:大堰遺跡 ・ 5:八 ッ沢遣跡は、いずれ も縄文時代の散布地である。 6:山 ノ神

遺跡は宅地造成工事 に伴 う発掘調査 において縄文時代前期諸磯 B式期の土坑 4基が検出され、

哄状耳飾や石槍が出土 している。 7:城 の腰遺跡 は土師器が表採で きる場所 として知 られてい

る。8:鷹 の巣遺跡は山梨原遺跡 と同様、中央 自動車道 4車 線化工事 に伴い発掘調査 を実施 し、
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平安時代 の住居跡 4軒 、掘立柱建物跡 7棟 、土坑、溝状遺構 な どが発見 された。 9:牛 石遺跡

では、奈良・平安時代 の住居跡 20軒 、掘立柱建物跡 3棟 が検 出 されている。縄文時代 中期後

葉の大環状配石遺構 (直 径約 50m)が発見 されて有名 となった遺跡 である。10:前 ケ久保遺跡、

14:九鬼 I遺 跡 は縄文 ・奈 良・平安 時代 、11:亀石遺跡 は平安時代 のそれぞれ散布地 である。

12:揚 久保遺跡 は リニア山梨実験線建設工事 に伴 う発掘調査が 山梨県教育委員会 によって実施

され、縄文時代 の陥 し穴 l基 、平安時代 以降の 1土坑 12基 、近世の掘立柱建物跡 1棟 、水路

3条 、溝状遺構 2条 、性格不明の ピッ ト 21基 が検 出 されている。 13:下 久保追跡 は縄文・平

安時代 の散布地である。15:九鬼 Ⅱ遺跡 は、揚久保遺跡 と同様 にリニア実験線建設 に伴 う発掘

調査 において、縄文時代 の住居跡 1軒 ・集石土坑 4基 。土坑 62基 、平安時代 以降の住居跡 14

軒 。竪穴状遣構 1棟・掘立柱建物跡・柵列 8棟 、溝状遺構、近世 の墓墳が発見 されてい る。16:

中溝遺跡 は農場整備 に伴 う発掘調査 によって、縄文時代 中期 中葉 の新道式 ・藤 内 I式 の住居跡

6軒 が検出 されている。 2次 調査 が 1993年 に、やは リリニア実験線建設 に伴 い実施 され、縄

文時代早期末お よび平安時代 の集落が確認 されている。17:原 遺跡 は縄文時代 中期 曽利式 の土

器お よび平安時代 と考 え られる土 師器が採取 されている。18:中 野原遺跡 は縄文時代 中期 の土

器片及び土師器の細片が採集 されている。19:山 梨遺跡 は縄文時代 中期 の遺物が採集 されてい

る。20:桃 園遺跡 は周囲 100mに わたつて土器片の散布がみ られ、現在 まで に縄文時代前期末

の諸磯 boc式 、同中期勝坂・曽利式、同後期堀之内式、平安時代 と考 え られる土 師器片が採取

され、縄文時代 か ら歴史時代 にかけての遺物がみ られ、長期 にわたる集落跡が形成 された と想

定で きる遺跡 である。21:神 出遣跡 は、工事 中に遺物が出上 し、相当 な広範 囲 において土器片

が大量 に採取 され、縄文時代前期諸磯 c式 、同中期勝坂式 。曾利式 、同後期加 曽利 B式 及び土

師器 ・須恵器がみ られ る。22:先 ノ宮遺跡 は、発掘調査 は行 われていないが、縄文時代 中期 の

曽利 Ⅱ式の深鉢が採取 され、これ まで に縄文時代前期黒浜式 ・諸磯 boc式 、同中期 曽利式、同

後期加 曽利 B式 の土器片や土師器片が採取 されている。28:中 谷遺跡 は、昭和 39年 (1964)、

同 46年 (1971)、 同 54年 (1979)、 平成 5年 (1998)～ 同 6年 (1994)の 4次 にわたる調査が行 われ

た。第 1・ 3次 調査 は中央 自動車道建設工事 に伴 う事前調査 で、第 2次 調査 は農道拡張工事 に

伴 う事前調査 、第 4次調査 は山梨 リニア実験線建設 に伴 う事前調査 として行 われた。第 1次 ～

3次 の調査 で縄文時代後期 の住居跡 5軒 、晩期前半 の住居跡 2軒 、奈良時代 の住居跡 2軒 、縄

文時代 中期 ～晩期 の配石遺構 、 さらには埋葬人骨 な どが確認 されてい る。第 4次 調査 で は、縄

文時代 中期 ～後期 の住居跡 16軒 、土坑約 60基 、縄文時代 中期 ～晩期 の配石遺構 な どが確認 さ

れてお り、その中には後期後半 の環状配石遺構 も含 まれている。
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第 2項  本 遺 跡 の構 築期 前 後 の歴 史 的概 観

都留市 においては弥生時代 中期以降、遺跡があまり確認 されな くな り、古墳時代全般 を通 し

て遺跡が皆無 な状態が 600年 ほど続 き、歴史的な空 白期が存在する。この間は、日本の各地で

稲作農耕が本格的に始 まる時期であるが、都留市域は稲作農耕 に不適 な土地が多 く、水 田の造

成が困難であったため、初期的な水稲栽培の技術では稲作 は不可能に近 く、人の生活 には不向

きな環境であったのだろう。その空 白期 を脱 して遺跡が確認 されるようになるのは奈良時代 (8

世紀初頭)に なってか らである。この時期 は中央 において律令体制が確立 し、都の造営、地方

制度、軍制などの整備がお こなわれた。

律令体制下の地方制度 として、甲斐国には、巨麻・山梨・八代・都留の 4郡 が設けられ、国

府が東山梨郡春 日居町 もしくは東八代郡御坂町に置かれ (国 府推定地は議論の余地がある)、 そ

の周辺 には国分寺 。国分尼寺 (東 八代郡一宮町)が設けられ、甲斐国の政治の中心地域 として

整備 された。

都留市の所属する郡内地域 は、都留郡 に含 まれ、 F不日名抄もによると、この都留郡下 に相模 ・

古郡・福地・多良・加美 ・征茂・都留の 7郷 が置かれていた とある。 これ らの うちで都留市域

には上・下谷村 を中心 に多良郷が、十 日市場か ら富士吉田市 にかけての地域 に加美郷が、それ

ぞれ設置 されていた もの と推定 されている。特 に多良郷は都留市田原のあた りとするのが通説

となっている。今回調査 された三ノ狽I遺 跡の調査地点の東側 200m程 の地点が 1981(昭 和 56)

年に発掘調査 された際、皇朝十二銭の和同開弥 ・富寿神宝、銅製の小壺が出土 してお り、本遺

跡は郷の中心地に近い可能性が指摘 されて きた。

第 3項  本 遺 跡 の調 査 史

1978(昭 和 53)年 に国道都留バイパス建設 に伴 う詳細遺跡分布調査が行 われ、本遺跡の一

部が通過予定地であるため、上谷第 2地 点 として試掘地点のひとつに選定 されている。第 1と

第 2の 2基 のテス ト・グリッ ドが設定 され、そのうち、第 2グ リッ ドか ら土師器片 (杯 および

甕)が 16点 出土 している。 しか し、遺構 は検出されなかった。位置的には今回の調査の A地

点か ら西側 に 70mほ ど離れた場所 に相当する。

本格的な発掘調査がなされたのは、第 2項 で も触れている 1981(昭 和 56)年 のスーパーマ
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―ケット建設に伴 うものである。奈良・平安時代の住居跡が 5軒検出され、前述のとお り古代

の貨幣や銅製品が出上 している。限定された範囲内だけの調査であったが、同時期に営まれた

可能性の強い住居跡が検出され、古代都留郡下の多良郷の存在形態を示す好資料 と考えられて

いる。

【参考文献】

『国道都留バイパス建設に伴 う詳細分布調査報告書』 1979 都留市教育委員会

『中谷・宮脇遺跡』 1981 都留市教育委員会 。日本道路公団東京第二建設局

『都留市史』資料編 地史・考古 1986 都留市

『九鬼 Ⅱ遺跡』 1996 山梨県教育委員―会・日本鉄道建設公団

F中 谷遺跡』 1996 山梨県教育委員―会・日本鉄道建設公団

『山梨県史』資料編 1 原始・古代 1 考古 (遺 跡)1999 山梨県

F山 梨県史』資料編 2 原始 。古代 2 考古 (遺跡)1999 山梨県
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第Ⅲ章 構
■れ

逗

第 1節  竪穴住居跡

本遺跡では 6軒 の竪穴住居跡が発見 され、地点 ごと検 出順 に 1号 、2号 … と名称 を設定 した。

◎馳 点 1号住居跡 (第 10。 11図 )

A地 点の調査 区の北側 に検 出 された。長軸方位 を E-8° 一Sに 取 る。平面形 は、隅丸方形 を

呈す る。規模 は約 5.5× 5.5mを 測 る。床面 は平坦 で、カマ ドの構築材 の一部 と思 われる粘土が

散布 してお り、焼土 も混在 していた。床面 の標高 は平均 で 501.2m前 後である。 しっか りと貼

られた床面で はない。壁高 は 50 cm前 後であ り、急角度 をもって立 ち上が る様相 を示す。覆土

は遺構確認土以下、概 ね 2色 の上層 の堆積であ り、ス コリアの含有量 な どを検討 し基本的 に 5

層 に分層 を した。 カマ ドは東壁 のほぼ中央 に設 け られてお り、粘質土 と溶岩 の袖石 と天丼石 に

よ り構築 され、ほぼ完全 な形 を留 めていた。規模 は 1.2× 1.Omで 、高 さは約 0.6mを 測 る。竃

内部 には焼土が大量 に分布 し、支脚 に用いた と思 われる柱状 の石が直立 した状態で され、甕の

破片が混在 していた。遺物 は土器、特 に杯や皿 はカマ ド周辺 ～住居 の南東 コーナーに集 中 し、

須恵器 は覆土 中よ り疎 らに検 出 された。鉄製品は紡錘車 と刀子が住居 の北壁 よ りの床面の レベ

ルに程近い ところよ り出土 している。 また床面 の西壁寄 りの位置 に作業台 に用 いた と思われる

扁平 な石が置かれた ままの状態で出土 した。出土遺物 よ り、本住居跡 は甲斐型土器編年 Ⅸ期 な

い しX期 、 9世紀後半 (平 安時代 )に 構築 された もの と考 え られる。

◎B地 点 1号 住居跡 (第 12・ 13図 )

B地 点の調査 区の東側 に検 出 された。長軸方位 をN-17° 一Eに とる。平面系 は隅丸方形 を

呈 していた と想定 され る。規模 は約 4.3m× 4.3mを 測 る。床面 は平坦 で、 カマ ドの周辺 には構

築材 の一部 と思 われる粘土が散布 してお り、焼土 も混在 していた。床面 の標高 は平均 501.676m

である。 しっか りと貼 られた床 ではない。残存す る壁 は北西 と南束 のみで、いずれ も壁高 は 5

cm前 後で、急角度 を もって立 ち上が る様相 を示す。覆土 は遺構確認土以下、概 ね 1色 の上層堆

積であ り、粒子、礫 、ス コリアの含有量 な どを検討 して 6層 に分層 した。

カマ ドは北壁 のやや西寄 り壁面 に設 け られてお り、粘質土 と溶岩 によ り構築 されている と思

われるが、崩落が著 しく、残存状況 はか な り悪い。規模 は 1.4m× 1.2m、 高 さは 25 cmを 測 り、

床面 を掘 り下 げた部分 の深 さは 20 cmを 測 る。袖 な どの構築 も認 め られず、煙道 も確認 されな

かつた。粘質土 と焼土が層 をな して検 出 された ことで カマ ドと断定 した。 カマ ド内部か らは焼

土が多量 に検 出 され、甕の破片、獣骨片が出土 した。

試掘 の際 にこの住居跡 の直上 にNo26ト レンチが設定 されたため、早い段 階か ら覆土 にカマ ド
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の構築材 の一部 と思 われる褐色 の粘質土 と焼上の混在が確認 された。 しか しなが ら、 この住居

跡の周囲は耕作等 による削平 を受 けていたため、遺構確認面以下が浅 く、遺構 のプランはカマ

ドの位置か ら推定 し、北西部分 と南東部分 における土の色調 の違 いか ら確認 に至 った。 しか し

北西部分 と南西部分の コーナーの遺構 プランは損 なわれ明確 ではない。

主 な遺物 としては床面直上か らイ の底部 に「智□」 と 2文 字 の墨書がある ものが出土 してい

るが、甲斐型土器編年 のⅧ期 ～Ⅸ期 に比定 される もので、平安時代 9世 紀 中頃 と思 われる。 こ

の住居跡の構築時期 はその頃の もの と推定 される。

<B地 点 1号 住居跡 の執筆 は井部利春 (都 留文科大学考古学研 究会)に よる>

◎C地 点 1号 住居跡 (第 14。 15図 )

C地′甲、yジ 南端 に検 出 された。 グ リッ ドは、 Fl～ 2、 Gl～ 2、 Hl～ 2に 属す る。住居の

南東部分 のお よそ半分 は調査範 囲外 にあ り全容 は明 らかでないが、平面形状 は 1辺 約 4.Om前

後の隅丸方形 を呈す る もの と理解 で きる。住居 の南壁 に C47号 土坑 、東壁 を C32お よび C53

号土坑が重複 している。主軸方位 は E-7° 一Sを 示す。床面 はほぼ平坦で、粘質土及び焼上の

分布が一部で確認 された。竃 は検 出 され なか ったが調査 区外 の未発掘部分 に存在す る と推測 さ

れる。壁 は全体 に垂直 よ りもやや緩やか な立 ち上が り約 40 cmの 壁高 を有す る。

本住居跡 は、今 回の調査 で検 出 された竪穴住居跡 の中で唯一、柱穴が検 出で きた ものである。

柱穴 は住居跡 のプランの外周 に沿い、やや離れた位置 に 6基 検 出 された。直径 30 cm前 後の規

模である。 C33・ 36。 37・ 39。 40。 41号 土坑 とした小 ピッ トがそれ に相当す る。

出土遺物か らの構築時期 の想定 は難 しいが、 甲斐型土器編年 X期 以前 と考 え られ よう。

◎ C地点 2号住居跡 (C地点 2号住居跡 a oc地点 2号住居跡 b)(第 16。 17・ 18図 )

C地 点の北端 に検 出 され、グ リッ ドは A12～ 15、 B12～ 15、 C12～ 15、 D12・ 13に あたる。

C地 点で検 出 された住居跡の中で、 この C2号 住居跡のみが遺構全体 を確認で きた。重機 によ

る表土剥 ぎで除去 しきれなか った表土 を作業員 による人力で掘 り下 げてゆ く段 階か ら、 この住

唇跡のプランの範 囲では多量 の土器片が検 出 され、住居跡 の存在す る可能性が高 い と推測 され

た。確認面精査 の結果、約 4.5m× 6mの 住居跡 のプランが検 出 された。主軸方向はN-75 °

一Eで ある。東壁 には C50号 お よび C51号土坑が重複 している。本住居跡 の検 出当初、粘質

上の ま とま りが北壁 と東壁 に認 め られ、 カマ ドであることが予想 された。 2箇 所 でその ような

兆候がみ られ ることか ら、本住居跡 は一度構築 された後 、改築 もしくは再構築 された もの と推

定で きる。 2基 の カマ ドをそれぞれ、東壁 の ものを 1号 カマ ド、北壁 の もの を 2号 カマ ドと設

定 した。 カマ ドの調査 の結果、 1号 カマ ドは袖石や天丼石が良好 な状態で遺存 し、内部 には焼

土、炭化物、灰 な どが明確 に分布 していたが、 2号 カマ ドは粘質土 に若干の焼土が混在す る程

度で、甕の破片が若干み られた ものの、構築材 となる石組 な どはみ られなかった。 よって 2号
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カマ ドよ りも 1号 カマ ドの方が新 しい もの とであ り、 2号 カマ ドは廃絶 された もの と考 え られ

る。 1号 カマ ド付近 と 2号 カマ ド付近で出土 した完形 に復元 し得 る杯 を比較 した ところ、両者

には時期 的な差異が な く、住居跡覆上の南北軸 のセ クシ ョンに も明確 な切 り合い関係が認め ら

れない ことか ら、短期 間の うちに住居 の改築 もしくは再構築が なされた と思 われ る。 2号 カマ

ドが使用 されていた段 階 をC2号 a住 居跡、 1号 カマ ドの使用 されていた段 階 をC2号 b住 居

跡 と考 え、 ほぼ同一の プランの範 囲内 に新 旧の住居跡が存在 した と仮定 しえる。本住居跡 には

柱穴、壁溝等 は検 出 されなか った。出土遺物か ら本住居跡 は甲斐型土器編年 XI～ XⅡ 期、平

安時代 10世 紀前半 の もの と推定 される。

◎ C地点 3号住居跡 (第 19図 )

C2号住居跡 の南東側 に隣接す る位置 に検 出 され、 グ リッ ドは D ll～ 12、 Ell～ 12に 所属す

る。 Cl号 住居跡 と同様 、住居 の南東部分 のお よそ半分 は調査範 囲外 にあ り全容 は明 らか に し

得 なかった。調査 部分 の規模 は約 3.5m× 3.Omで 、平面 プランは一辺 3.5mの 隅丸方形 に近い

形状 を呈す ることが予測で きる。主軸方位 は E-82° ―Wで ある。床面 はほぼ平坦であるが、

北壁 と調査 区域 の接点部分 に粘質土の まとま りと石組みがあ り、甕の破片が偏在 していた こと

か ら、 カマ ドの袖 である と思 われ、 カマ ドは北壁 に設 け られていた可能性が強い。壁高 は 40

cmを 測 り、ほぼ垂直 な立 ち上が りをもつ。本柱 穴 (壁 溝 な どは検 出 されなかった。本住居跡 の

覆土 中か らは鉄鏃 と基が 1点 ずつ検 出 されてい る。構築時期 は出土遺物か ら甲斐型土器編年Ⅵ

期 ～Ⅶ期 、平安時代 の 8世 紀末 ～ 9世紀初頭 と推定 される。

◎ D地 点 1号 住居跡 (第 20・ 21図 )

C地点の北側 に所在す る D地 点 は、 この住居跡 を調査す るために設 け られた。試掘調査 の段

階で多 くの土器片、特 に土師器片が包含層 において見つか り、確認面精査 によって住居跡のプ

ランである可能性が濃厚 となった。そのため本調査 に際 し、 2m× 2mの テス トピッ トを拡張

し、住居跡全体 のプラ ンを検 出す ることに努めた。その結果、約 3.5m× 3.l mの やや コーナ

ーに丸み を もつ方形 の住居跡であることが確認 された。主軸方位 は N-72° ―Eを 示す。遺構

確認面 は C地 点の近隣であ りなが ら深 く、現地表面か ら lm以 上掘 り下 げた レベルにある。古

代 の地形 は C地 点 よ りD地 点の方が低 く、南か ら北 にかけて傾斜 していた可能性 も指摘 し得 る

であろ う。壁高 は約 35 cmを 測 り、ほぼ垂直 に立 ち上が る。床面 はやや軟弱で、明確 に貼 り床

と言 える ものではな く、 カマ ドか ら飛散 した と思 われる粘質上の分布 を手掛 か りに した。 カマ

ドは住居跡 の東壁 の南寄 りに設 け られていた。本住居跡 の特徴 として、 カマ ドか ら屋外 に向け

て溶岩石の配列が認 め られたことが挙 げ られ る。 カマ ドの袖石や天丼石 に続いてお よそ lmの

長 さをもつ。 カマ ドの煙道 と予測 し、セ クシ ョンを観察 したが、張 り出 した部分 には、焼土や

粘質土 の分布がみ られ なか った。 カマ ドに連結 している在 り方か らカマ ドの構築材 である可能

性が強い。 カマ ドの前方か ら甲斐型杯が完形で 1点 出土 している。 また、本住居跡か らは、甲
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斐型 と系統が異なる皿 と甕が 1点 ずつ出土 していることが特筆すべ きものであろう。出土遺物

か ら本住居跡は甲斐型土器編年 XI～ XⅡ 期、平安時代 10世紀前半の もの と推定 される。

第 2節  掘 立 柱 建 物 跡

本遺跡では A地 点 において 2棟 の掘立柱建物跡が発見 されている。今 回の調査 では、Aお よ

び C地 点 において、 150を 超 える土坑が検 出 され、 この他 に も掘立柱建物跡 を構成す る もの も

含 まれる可能性があるが、対応 関係が不明瞭 なため、ここでは 2棟 について触 れるに とどめる。

◎馳 点 1号 掘立柱建物跡 (第 22図 )

A地 点の北東狽1に 検 出 された 8基 の土坑か ら構成 される遺構 であ る。 52、 53、 54、 58、 59、

66、 67、 68号 土坑がそれ に相 当す る。 これ らの土坑 の深 さは 35 cmか ら深 い ものでは 70 cmを

測 る もの もあるが、平面 プランは掘立柱建物跡 として捉 え うる規格性 を備 えてい る。 この掘立

柱建物跡の規模 は長軸約 3m× 短軸約 2.5mで ある。柱穴 間の距離 は lm前 後 を測 る。建物 の構

造 を想定 した場合、中央部分 に柱 穴が検 出 されていない ことか ら、 8本 の柱穴が外周す るタイ

プであろ う。なお、本遺構 の西側 に 49、 50、 51号 (49、 51号 は重複 )土 坑が隣接す るが、本

遺構 に伴 うか否か は不 明である。出土遺物 は各土坑 にまば らにみ られたが、図示 し得 るほ どの

ものはなか った。平安時代 の住居跡 と同 じく黒色上 を掘 り込 んでいるため、平安時代 もしくは

それ以降の所産 と思 われる。

◎削 点 2号掘立桂建物跡 (第 23図 )          
′

A地 点 1号 堀立柱 の南側 に検 出 された、やは り 8基 の上坑か ら構成 される遺構 である。 しか

し、北側 に試掘 トレンチが設定 されていたため、確認調査 の際 に北側 中央 の 1基 を損 なって し

まったが、本来 は 9基 の柱穴か ら構成 されていた遺構であろ う。土坑名 は 61、 62、 63、 64、

69、 70、 71号 と設定 された ものである。土坑の規模 は 62号 が最大 で、直径約 lmを 測 り、最

小 の 64号 が直径 0.5m程 である。概 ね 0.6mが 8基 の土坑の平均 的な規模 である。深 さは 30

cm～ 40 cmを 測 る ものが大半 を占める。遺構 としては、長軸約 2.5m× 短軸約 2mの 建造物が想

定で きる。柱穴間の距離 は 50 cm～ 70 cmで ある。 1号 掘立
子～‐准物跡 には検 出 されなかった、中

央の柱穴 と考 え られる もの も本遺構では検 出 され、 1号 とは型式的 に異 なった構造 をもつ もの

と考 え られ る。 1号 と同様 、発見 された遺物 は乏 しく、土器の細片が認 め られた程度である。

本遺構 も平安時代以降の もの と思 われる。
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第 3節  土 坑 (第 22図 ～第 34図 )

本遺跡で は A地 点 において 101基 、 C地 点では 51基 の計 152基 にのぼる多数の上坑が検 出

されている。 この中には、第 2節 で掘立柱建物跡 として触 れた土坑 もこの数 に含 まれてい る。

掘立柱建物跡 を構成す る と思 われる土坑 を除いて も、その数 は 140基 も数 える。構築時期 を限

定す るのは難 しいが、概 ね平安時代 もしくはそれ以降の ものであろ う。小規模 な ものは、 l・I列

や簡易的 な構築物 を示す もの も含 まれている と考 え られるが、安易 に想定す るのは危険性があ

るため避 けることとす る。 また、大規模 な ものについては、柱 穴以外 に墓墳や貯蔵施設跡 な ど

であることも想定 し得 るが、墓娠 である場合 の根拠 となる人骨や副葬品、蔵骨器等 の検 出が な

い ことな どを理 由に、それぞれの上坑 に対す る性格 の位置付 けは不可能である。 140基 の うち

特筆すべ きもの として次 の 2基 の土坑が挙 げ られる。

◎ Att点 76号 土坑

覆土か ら「東Jと い う文字の一部であると思われる、墨書のある皿が発見 されてお り、何 ら

かの祭祀 に伴 うものの可能性がある。

◎ C地点 28号 土坑

本土坑か らは土器片が比較的多 く検出され、覆土下層 に粘質土や焼土の分布が僅かではある

が確認 された。炉跡 とも考えられ、竪穴住居跡以外の居住施設の一部である可能性 も示唆 し得

る。

第 4節  溝状遺構

今 回の発掘調査 において A地 点で 4条 、 C地 点で 1条 、計 5条 の溝状遺構が検 出 された。

◎削 点 1号溝状遺構

A地 点の西端、A5-α 、Bl― α、Bl-0、 B2-α 、B2-0、 B3-α 、B3-0グ リッ ドに位置す る。他 の

4条 の溝状遺構 とは異 な り、重機 による表土剥 ぎの後、作業員 の人力 による表土除去の際 に他

の遺構 の確認面 よ りも上層 の黒色土 に暗灰褐色 の上が入 り込 んだ、ほぼ南北 に伸 びる細長い遺

構 として確認 された。確認 された範囲での規模 は、全長約 8m、 幅 0.8m～ 1.5mを 測 る。覆土

は現水 田下層 の上壌 と類似 してお り、時期 的 には近現代 の所産 と推定 される。掘 り込 みは浅 く、

最 も深い部分で も 0.2mを 測 る程度である。溝 の底面 には砂や小礫 の分布 してお り、水 の流 れ

た痕跡 とも思 われる。出土遺物 は見 られなか った。遺構 の性格 としては水路跡 な どが想定 され

る。
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◎馳 点 2号溝状遺構

A地 点の遺構西側 、遺構が確認 された範 囲の南端 に位 置 し、 グ リッ ドは B40～ 5、 B50～ 5

に所属す る。ほぼ東西 に伸 びる遺構 である。西端部の幅が狭 く 0.6m程 で、お よそ 3m東 の部分

よ り幅が拡が り、約 1,8mを 測 る。全長 は 1lm。 掘 り込 みは浅 く、 0。 lm～ 0.2m程 である。 A
地点 1号 溝状遺構 と同様 、溝 の底面 に若千の砂や小礫が分布 していた。遺物 は少量 の土 師器や

須恵器 の破片が確認 されたが、図示 し得 るほ どの資料 はない。時期 の特定 は困難 であるが、少

な くとも平安時代以降の所産 と考 えるのが妥 当であろう。遺構 の性格 は水路跡 もしくは小規模

な旧河床 な どと思 われ る。

◎削 点 3号溝状遺構

A地 点 2号 溝状遺構 と平行 し東西 に細長 く伸 びる遺構 である。検 出 された溝状遺構 のなかでは

最長の規模 をもち、全長 は約 19mを 測 る。幅 は 0.2～ 0.4m、 深 さ 0,1～ 0.2m。 底面 は U字形

を呈す る。覆土 には遺物が若千み られた。遺物 の大半 は流れ込 み と思 われる。縄文時代 の黒曜

石製の石鏃、平安時代 の上師器、須恵器 の破片 、中世の貨幣が混在 していた。時期 の確定 は困

難であるが、おそ ら く平安時代 以降の所産 と思 われる。

◎馳 点 4号清状遺構

A地 点の調査 区拡張部分、A'415～ 16、 A'4-15～ 16グ リッ ドに検 出 された。 A地 点 の駅舎

建設予定地範 囲の東狽1に 土坑群 と須恵器の大量の破片が試掘 による確認調査 の段 階で検 出 され

ていたため調査 区 を拡張 したが、本調査 で この溝状遺構 の南半分 のプランが確認 され、住居跡

の端 である可能性 も考 え られた ことか ら、さらに北側 に拡張 した。結果 として住居跡ではな く、

この溝状遺構 と 5基 の上坑が検 出 された。全長 4m、 幅 0.6m、 深 さ 0.5mの 規模 を測 る。底面

は平坦 で、溝壁 はほぼ垂直 な立 ち上が りをもつ。底面 に砂や小礫等 の分布 も認 め られず、 A地

点で検 出 された他 の 3条 の溝状遺構 とは性格が違 うもの と考 え られる。覆土か らは平安時代 の

土器の破片が検 出 されてい る。

◎ C地点 1号 溝状遺構

C地 点で検 出 された唯―の溝状遺構 である。D-6グ リッ ドに所在す る。東西 に伸 びる ものであ

るが、西側 12号土坑 をは じめ 3基 の土坑が重複 してお り、従来の規模 は不 明である。重複部分

を除 く全長 は約 1.8mを 測 る。幅 0。 42m、 深 さは 0。 3m。 底面 はほぼ平坦 で、溝壁 は垂直 に立

ち上が る。出土遺物 はほ とん ど確認 されていない。 A地 点の 4号 溝状遺構 に類似す る。構築時

期 の特定 は難 しいが、平安時代以降の所産 と思 われ る。
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第 4節  竪穴状遺構

C地 点 において 2基 の竪穴状遺構が検 出 されている。

◎ C地点 1号竪穴状遺構

C地 点の調査 区域 の東端 に検 出 され、遣構 の大半 は調査 区域外 に存在す る と考 え られる。F5

～ 6、 G5～ 6グ リッ ドに所属す る。南西の コーナー を 10号 土坑 によ り切 られている。検 出 され

た範囲の規模 は幅 2,lm× 0。 6mと い う非常 に限 られた ものである。一辺 2.lm前 後 の方形 プラ

ンを呈す る遺構 と推測 されることと、底面 に粘質土や焼上 の分布が認め られない ことか ら、住

居跡である可能性 は低 い と判断す るに至 った。壁高 は 0,35～ 0.4mを 測 り、立 ち上が りはほぼ

垂直である。遺物 は覆土か ら須恵器の蓋 の破片 な どが検 出 されている。構築時期 を特定す るた

めの根拠 に乏 しいが、平安時代 あるいはそれ以降の所産 と思 われる。遺構の性格 は不明である。

◎ C地点 2号竪穴状遺構

l号 竪穴状遺構 と同様 、 C地 点の調査 区域 の東端 に検 出 された。遺構の大半 は調査 区域外 に

存在す る と考 え られる。F8～ 9グ リッ ドに所属す る。 コーナーの一部が検 出 された程度 に留 ま

り、全体 の規模 は不明。竪穴住居跡である可能性 も否め ないが、全体が把握 で きない ことや底

面 (床 面 )に 粘質土 な どの分布が確認 されない ことな どか ら、竪穴状遺構 として認識す ること

にとどめた。深 さ 0。 35mほ どの掘 り込み をもつ。出土遺物 は僅少である。構築時期 については、

1号 と同 じく平安時代 ない し、それ以降の所産 と推定 される。一部分の発掘 であ り、デー タに

乏 しく遣構 の性格 は不 明である。
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第Ⅳ章 迫逗 物

本遺跡から出土した遺物は主に平安時代の上師器、須恵器ならびに鉄製品である。以下遺構ごとに出上した遺物

について述べるが、詳細は「土器観察表」を参照とされたい。

第 1節 住居跡出土土器

◎囚晰点 1号住居跡出土土器

本住居跡から出土した土器のうち、図示し得たものは64点である。器種別に概略を示すこととする。

○土師器杯

1・ 4。 6～ 9。 23・ 30。 31・ 33・ 34・ 86・ 37・ 40,45～ 47・ 53・ 57・ 58。 63が土師器杯である。 1は口径

■.2 cm、 器高 4。 3 cmの 、底径 4.3 cmを測る完形に復元し得た資料である。内面暗文、外面にはロクロナデと箆削り

で調整が施されている。底部は糸切りの後、箆削りを施したと思われ、解読不明の墨書がある。 4は口縁から体部

にかけての破片である。口縁の復元径は 10.8 cm、 残存器高は 3.7 cmを測る。内面暗文、外面にはロクロナデと箆削

りで調整が施されている。 6は底部の半分と体部の一部の破片である。底面には「公」という文字の一部と推定さ

れる墨書がある。 7は口径 ■.8 cm、 器高 4.2 cmの 、底径 5.O cmを 測り、 1と 同様に完形に復元し得た資料である。

内面暗文、外面にはロクロナデと箆削りで調整が施されている。底部は糸切りの後、箆削りを施したと思わる。色

調は内外面ともに茶褐色である。底面には良好に残存した「入」という文字の墨書がある。 8は内黒の比較的大型

のもので、口縁の復元径は 17.8 calを 測る。内面はロクロ整形後に丹念に横ミガキがなされ、さらに縦方向に暗文が

施されている。タト面は淡い茶褐色の色調をもち、ロクロナデが施されている。体部の下部は欠損しているものの回

転箆削りの施された部分が若干窺い知ることができる。 9は底部片であるが回転糸切りがなされたものである。底

径はおよそ 7硼であろうと推測される。体部内面には暗文が確認できる。23は口縁から体部にかけての部分片であ

る。口縁の復元径は 14,4 cmと 思われる。内面暗文、外面にはロクロナデと箆削りで調整が施されているが、外面の

箆削りは体部の上部、口縁に近接する部分にまで達している点が特徴的である。30は底部の一部と体部の下半分の

部分片である。容部の内面暗文、外面箆削り、底部も箆削りで調整がなされている。僅かに残存している底面には

墨書の一部が認められる。31は底部の 1/4ほ どの破片である。底面には墨書の一部が確認できる。33。 34。 36・

37・ 45・ 46・ 47・ 53・ 57・ 63はいずれも底部の部分片である。34の見込み部には暗文が施されており、底面には

墨書の一部がみられる。57の底面には回転糸切りの痕跡が明瞭に残っている。40は口縁から底部にかけての破片

である。内面暗文、外面はロクロナデと箆削りが施されている。内外面ともにやや暗い黄褐色の色調をもつ。58は

口径 ■.O cm、 器高 4.4 cm、 底径 4.4 cmの完形に復元し得た資料である。内面には鋸歯状に暗文が、外面にはロクロ

ナデと箆削りが施されている。底部は箆削りにより調整され、底面には「公Jという文字の墨書がある。
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○土師器皿

2,3・ 14・ 17・ 32・ 39・ 48～ 50・ 62が土師器皿である。このうち完形に復元し得たものは、 2・ 3の資料で

ある。2は回径 12.6 cm、 器高 2.8 cm底径 5.O cmを測る。口縁部分はやや外反する。3は口径 13.8 cm、 器高 2.2 cm、

底径 4.9 cmで 、口縁部分は2よ りもシャープに外反する。両資料ともに内面は渦巻き状の暗文、外面と底面は回転

箆削りが施されている。 2の底面には土師器杯の 58と類似した筆跡で「公」という文字、3の底面には「男」と

思われる文字の墨書がそれぞれある。14は底部の一部であるが見込み部には渦巻き状の暗文がみられる。17は口

縁から器体部にかけての部分片である。内面には渦巻き状の暗文が確認できるが一部であるため、どのような形状

を呈するかは不明。32・ 89,48・ 49・ 50。 62は底部の部分片である。32以外は見込み部に渦巻き状の暗文が見て

取れる。

○土師器甕

5。 10・ 24～ 29。 41～ 43・ 51・ 54・ 59。 64が土師器甕である。 5は推定口径 26.2 cm、 残存高 14.6 cmを 測り、

本住居跡出土の奏の中で最大限に復元し得たものである。外面は縦方向に、内面は横方向ないし斜位に、口唇部内

面は口縁の弧にほぼ平行に刷毛が施されている。口唇部に肥厚はみられず、薄長の形態をもつ。胴部には膨らみが

あまりない。色調は基本的に内外面ともに暗茶褐色であるが、外面には二次的な焼成痕がみられる。10は推定口径

26.8 cm、 残存高 8.4 cmを沢1る 。特徴的には5と類似するが、口唇の末端、器体部との接点のあたりは、ナデによる

くぼみが確認できる。24～ 29、 41～ 43、 59、 64は底部の破片であるが、いずれも内面は横刷毛、外面は縦刷毛、

底面には木葉痕という、甲斐型甕にみられる特徴を示す資料である。59は口縁から器体部にかけての破片である。

○須恵器杯

22・ 35。 60。 61が須恵器杯である。22・ 60。 61は底部片である。各資料ともに底面の回転糸切り痕が明瞭に確

認できる。35は推定口径 ■,0側の回縁の破片である。

○須恵器蓋

13・ 55の 2点が須恵器蓋で、ともに口唇部の破片である。13は推定最大径 19,O cmで 口唇部が突出する形状をも

つ。55は推定最大径 15.8 cm。

○須恵器瓶

■・44が須恵器瓶の底部と思われる資料である。11は カマド内部から出土した。内外面とも自然釉が確認でき

るが、外面のものはコバルトブルー、黒、暗緑の3色がある。底部は回転糸切りの後、高台を調整したものと考え

られる。44は摩減が内外面ともに激しく整形および調整の観察は不可能である。

○須恵器壷・甕

11・ 12・ 15。 16・ 18～ 21・ 52・ 56はいずれも須恵器の壷もしくは甕である。どの資料も部分的な破片のため、

器形の全容の把握は困難である。18以外の資料の外面にタタキの痕跡がみられる。21の内面には雲形のタタキが

確認できる。18は横方向にナデが施されている。

◎巳地点 1号住居跡出土土器

本住居跡から出土した土器のうち、図示し得たものは22点である。
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○土師器杯

1～ 6が土師器杯である。1は口径 ■.4 cm、 器高 4.7 cna、 底径 4.3 cmの完形に復元し得た資料である。内面暗文、

外面にはロクロナデと箆削りが、底部全面に箆削りが施されている。口縁は九形を呈し外反はしない。底面には「智

□」の2文字の墨書があるが、今回の発掘調査で得られた墨書土器の中で 2文字が明瞭に残存しているものは本資

料のみである。甲斐型土器の第Ⅷ期～Ⅸ期にみられる特徴を備えている。 2は底部の破片であり、回転糸切りが明

瞭に確認できる。しかし、内面に暗文が確認できず、外面にはロクロナデのみで箆削りの痕跡がない。胎土の色調

も黄褐色で当該期の土師器郭にはあまり見られない特徴である。緑釉陶器の表面の釉力漂J落 したものにみられる現

象の可能性もある。 3は口縁から底部の一部にかけての破片である。口縁は若干外反する。内面には暗文、外面は

ロクロナデと箆削りが施されている。底面は箆削りと思われる。 4は口縁から器体部にかけての破片で、内面には

鋸歯状暗文が、外面にはロクロナデが施されている。 5は底部を中心とする破片である。器大部内面と見込み部に

暗文、外面 |よ rク ロナデと箆削り、底面には回転糸切りと箆削りが施されている。見込み部に暗文があるという特

徴から、甲斐型土器の第Ⅶ期以前のものと考えられる。 6は器体部中ほどから底部にかけての破片である。内面に

は鋸歯状暗文、外面はロクロナデ、箆削りがなされている。底面は箆削りと思われる。

○土師器甕

7～ 14が土師器甕である。 7・ 8。 12は底部の破片で、内面には横刷毛、外面に縦刷毛が施され、底面には木

葉痕が確認できる。 9。 10は同一個体と思われる資料で、推定回径 18,l cm、 底径 6.4 cm。 口縁は内外面ともナデ

が施され、器体部の内面は横方向、外面は斜方向に箆削りがみられる。底面には木葉痕が確認できる。頸部から胴

部にかけて九みを帯びる。甲斐型土器ではない異系統の上師器甕と思われるが、相模型である可能性がある。■ は

口縁の部分片である。いわゆる「堀之内原 Ъψe」 といわれるもので、胎土に古代紫色の粒子を含有する。13は口

縁から器体部にかけての破片である。外面に縦方向に、内面は横方向ないし斜位に、回唇部内面は口縁の弧にほぼ

平行に刷毛が施されている。口唇部に肥厚はみられず、薄長の形態をもつ。胴部にはやや膨らみをもつ。推定最大

径は 28,O cm。 14も 口縁から器体部にかけての破片である。特徴的には13と 類似する。

○須恵器壷・甕

15～ 17が須恵器壼または甕と思われる破片資料である。15は底部の一部と推定される。断面観察から高台は器

体部に貼り付けられたものであると推測される。16・ 17は器然部の部分的な破片である。タト面にはタタキが施され

た痕が確認できる。

○陶器

21・ 22は陶器の破片である。住居跡のプランの直上から検出されたものだが、住居跡に伴うものではない可能性

が強い。

◎硼 点 1号住居跡出土土器

本住居跡から出土した土器のうち、図示し得たものは 13点 とわずかである。これらを器種別に概観する。

○土師器不

1～ 9、 12・ 13が土師器杯である。細片が多く、器形の全容がつかめる資料に乏しい。 1・ 2は口縁の一部で、
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九形の口唇をもち、内面には鋸歯状暗文、外面にはロクロナデが確認できる。3も 口縁の部分片である。内外面と

もにロクロナデがなされている。5も やはり口縁の部分片。ただし、内面には横方向、タト面には縦横の格子状に暗

文が施されている。古い段階の甲斐型土器にみられる特徴である。 6は口縁の部分片で、内面には暗文、背面には

ロクロナデ、免削りがみられる。 7・ 9は同一個体の可能性もキ旨摘できうる資料である。口縁から底部にかけての

破片で、推定回径約 14.O cna、 器高 3,4 cm、 推定底径約 8.5 cm。 形状、法量が窺い知れる資料である。内面暗文、外

面にはロクロナデ、箆削りが施されている。底部は全面的に箆削りであると思われる。 8は口縁から器体下都まで

にかけての破片である。内面には暗文の一部が確認できるが、摩減が激しく不明瞭である。外面はロクロナデと箆

削りが施されている。12・ 13は 口縁の部分片である。

○土師器甕

10。 ■ が土師器甕である。10は底部片で、底径は 12.2 cm。 外面には縦刷毛が確認できる。底面には木葉痕の一

部がみられる。11は口縁から体部にかけての破片で、外面は縦刷毛、内面には横刷毛が施されている。

◎鋭 点 鵜 跡出土上器

本住居跡から出土した土器は今回の発掘調査では最も多く、図示し得たものだけでも129点にものぼる。これら

を器種別に概観する。

○土師器イ

1～ 19、 21～ 36、 38～ 45、 58・ 59。 73・ 126。 127が本住居跡出土の上師器杯である。 1は口径 ■.9 cn4、 器高

3.5 cm、 底径 3.4 cmを測る。内外面にロクロナデ、底部は回転糸切りの後に手持ち箆削りが施されている。器体部

には「イ」もしくは「丁」という文字の墨書力浦己されている。2は口径 13,9 cm、 器高 5,O cm、 底部径 5.O cmの法量

をもつ内黒杯である。器体部の内外面はロクロナデが施されている。3は口径 11.l cm、 器高 4.l cm、 底径 4.l cmを

測り、口縁の一部を欠くがほぼ完形のままで発見された。内タト面ともにロクロナデがなされ、器体部タト面下部は箆

削りで調整がされている。 lと 同様に器体部に墨書がある。逆位で書かれている。底部は箆削りである。4は破片

接合の結果、器体全体の 3/4ほ ど復元し得たもので、口径 13,6 cm、 器高 4.6 cm、 底部径 5。 l cmを測る。底面は回転

糸切りの後、箆削りが施されている。 5は内黒郭で、回径の復元径 16.3 cm、 器高 6.8 cm、 底部径 6.5 cmを測る。器

体部の内面と外面はともにロクロナデによる整形を施され、外面の下部は箆削りにより調整を加えられている。底

面は回転糸切りを箆削りにより調整したものである。6は口径 12.5 cm、 器高 4.O cm、 底部径 5,l cm、 7は口径 12.4

cm、 器高 3.6硼、底部径 5,O cmを 測る。両資料とも器体部の内外面にロクロナデ、外面下部、底面は箆削りが施さ

れている。 2点に共通する特徴として胎土に黒色の粒子を含み、直径 1～ 5 nlmほ どの斑点状に表面に現れている。

8は覆土上層から検出された資料で、復元口径 ■.6 cm、 器高 4,4 cm、 底都径 7.l cmを測る。国縁の断面形状はやや

尖形である。底面は全面的に箆削りによる整形。器体部の内面、見込み部と底面には放射状に、外面は横方向ない

し斜方向に暗文およびミガキが施されている。甲斐型土器の編年では第Ⅵ期に相当するものであろう。 9は口縁か

ら器体下部にかけての破片である。10は口縁の復元径 12.O cm、 器高 4.3 cm、 底部径 4.3 cmを 測る。器体下部およ

び底面は箆削りによる調整。■ は口縁復元径 15。5 cmを測るが、口縁の上端を平坦に調整している点が特徴として

挙げられる。12は復元径 12.9 cmの口径をもつものであるが、回縁の肥厚部分 (隆玉形状)をそぎ落とす力激日く扁
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平に調整している。13は復元径で口径 15.2 cm、 底部径 6.7 cm、 器高は 3.7 cmを測る。口縁の隆玉形仄の膨らみは、

さほど顕著ではない。器体部の内面、外面はともにロクロナデ、器体部外面下部および底面は箆削りによる調整。

14・ 15。 17～ 19は口縁から器体部にかけての破片である。復元口径は、14は 13.O cm、 15は 10,8 cm、 17は 12.3

cm、 18は 14.4 cm、 191よ ■.7 cmである。各資料のいずれも内面、タト面はロクロナデによる整形である。14・ 15,

17・ 18は器体部外面の下部に箆削りの調整が確認できる。19は内面に密度の濃い暗文がみられる。16は底部から

器体下部にかけての破片である。器体部外面には「長」と思われる墨書が逆位に記されている。21・ 27は内黒杯の

口縁から器体部にかけての破片で復元口径は、21が 13.7 cmで 27は 16.3帥。22・ 25。 26・ 28～ 32、 34～ 36・ 41・

44・ 45。 58・ 59,127は 回縁から器体部にかけての破片である。復元した口径は、22は 13.O cm、 25は 10.8 cm、

26イよ8,7 cm、  28は 11.3 cm、 29は 14.l cm、 30は 10.O cm、  311ま 12.9 cm、 32は 9.5 cm、  341よ 13.3 cm、  35イよ8.4

cm、 36は 11.8 cm、 41は 9.6 cm、 44イよ13.4 cm、 45は 13.8 cm、 58は 14.4 cm、 59イよ8.4 cm、 1271よ 12.8 cmで 力)る 。

このうち 25。 26・ 35,36・ 45・ 59。 127は覆土上層より検出されたもので、 7点 とも丸形の回縁をもち、内面に

は陪文が確認できる。34・ 86は、器体部外面に横方向の暗文が認められ古い段階の様相を示している。28。 58の

器体部外面には墨書の一部が残存している。23。 24・ 33。 39は底部の破片である。底部径は、23が 4.4 cm、 24が

4。 2 cm、 33は 4.9 cm、 39は 3.O cmで ある。いずれの資料も内外面はロクロナデで整形、外面と底面は箆削りにより

調整されている。39の底部直上の器体部に「主」という墨書が逆位に記されている。38は 口径 16.7 cm、 器高 5,4

cm、 底部径 6.4 cmを測る資料である。焼成が若干弱い。40は口径 13.O cmの 口縁から器体部にかけての破片である。

内面と外面はロクロナデによる整形がなされ、外面下部は箆削りで調整されている。器体部には部分的で解読が不

可能な墨書があるが、おそらく逆位であろう。42は口径 11,8 cm器高 3.9 cna、 底部径 4.2 cm。 器体部の内面・外面

はロクロナデによる整形、タト面下部および底面は箆削りで調整されている。器体部の中ほどには墨書の一部が認め

られる。43は復元口径 12.6 cmの口縁から器体部にかけての破片である。内面はロクロナデの後、暗文が施され、

外面はロクロナデによる整形の後、下半部を回転箆削りにより調整している。73は底部の破片であるが、底面に「人」

もしくは「久Jと思われる墨書が確認できる①126は 口径 16.8 cm、 器高 5,6 cm、 復元底部径 5.8 cm。 器体部の内外

面ともにロクロナデによる整形。クト面下部は箆削りにより調整されている。

○土師器高台イ

本住居跡では 20と 37の 2点の土師器高台イが出土している。20は口縁からから底部にかけての破片で、復元

口径 17.2 cm。 内面と外面はロクロナデにより整形されている。さらに内面は暗文、器体部外面下部は回転箆削りの

痕跡がが認められる。高台は箆状工具による削り出しと推測される。器高は 5.l cm、 底部径は 8.5 cmを 測る。見込

みぶは欠損しており、調整等は不明。37は底部の部分的な破片である。復元底部径は 7.O cmを測る。高台部の脚高

は約 0.6 cmで 、高台は箆状工具による削り出しであろう。見込み部には☆,と、的な放射】犬の暗文がみられる。

○土師器皿

土師器皿は 71・ 72,74'76・ 77,92の 6点が本住居跡より出土し、図示し得たものである。71は 4つの破片

が接合し石膏等による補修をせず完形に復元することができた資料である。口径 12.2 cm、 器高 2.7 cm、 底都径 4.0

cmを測る。内面と外面はロクロナデによる整形、器体部外面下部および底面は箆削りによる調整で底面から観察す

ると花弁状を呈している。器体部には「金」もしくは「全」という文字のくずしかと思われる墨書が正位で記され

ている。72は器全体の半分ほどの資料である。整形・調整方法は71と ほぼ同じである。やはり器体部に墨書が確
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認でき、「長」という文字が正位で記されている。74・ 76・ 77。 92も基本的に71お よび72と整形・調整方法は同

様と思われるが 76は底部を欠損している。74の資料の特筆すべき点は、器体部と底面に墨書が確認できることで

ある。残念ながら欠損箇所が多く文字の判別 。解読は不可能である。器体部の墨書は 71の墨書に類似する点があ

り、同一の文字である可能性もある。底部のものは「人」であろうか。

○土師器甕

48～ 57、 60、 78～ 91、 98～ 99、 124・ 125、 128・ 129が図示し得た本住居跡出土の土師器甕である。48は回径

15,8 cmの 小型甕の口縁片である。内面には横刷毛、外面には縦刷毛がみられる。口唇部内面には口縁の弧に平行す

る刷毛目が確認できる。49～ 57、 99、 124・ 125。 128・ 129は底部片である。49～ 55、 99、 124・ 128,129は内

面に横ないし斜め刷毛、外面に縦刷毛が施されたもので、底面には木葉痕が確認できる。51の内面には炭化物が付

着し黒くなっている。52・ 53は同一個体であり実測が終了した後で接合した。56・ 125は同一個体であり、後に

なってから接合した。胎上に長石を多く含み、内外面ともに刷毛目がみられず、いわゆる「堀之内原 Ttte」 であろ

う。57は内外面に削りの痕跡が認められ、底面にはミガキがかけられている。甲斐型ではなく、相模型ないし骸東

型である可能性がある。60、 78～ 91、 93～ 98は口縁片である。復元口径は60が 15,4 cm、 78が 32.8 cm、 79が 27.6

cm、 80が 37.O cm、 81が 32.2 cm、 82が 30.2 cm、 83が 26.O cm、  84が 14.4 cm、 85が 18.2 cm、 86が 17.6 cm、 87

が 20.4 cm、 88が 25.6 cm、  89が 24.4 cm、  90が 25,O cm、  91が 22.2 cm、  93が 26.4 cm、 94が 29.2 cm、  95が 24.4

cm、 96が 23.6 cm、 97が 17.4 cm、 98が 19.2 cmを それぞれ測る。85を除くすべての資料は口縁力羽巴大し短い形状

のもので、口唇部内面には弧にほぼ平行する刷毛目が確認できるが、外面にはみられない。器体部内面は横刷毛、

外面は縦刷毛という甲斐型にみられる典型的な方法カヨ甲いられている。85は口唇の内外面にナデがあり、形状も他

の資料と異なる。色調は暗茶褐色のものが大半を占めるなか、本資料のみ淡い茶褐色をしている。口縁直下の器体

部との接点力功卜反するため、器形は胴丸のものであると思われる。したがって甲斐型ではなく、駿東型などである

可能性がある。

○土師器羽釜

本住居跡からは羽釜が 2点 (46・ 47)検出されている。今回の発掘調査で羽釜が検出された住居跡はこのC地点

2号住居跡のみである。46は口径 15.8 cm、 最大径 22.5 cm、 残存高 5.O cmの資料である。器体部内面には横刷毛が

施されているが、外面は欠損しているため不明。羽部は反り上がり、上面には弧と平行に刷毛がかけられている。

回唇部分は刷毛で調整力渤日えられている。47は回径 26.2 cm、 最大径 34.5 cm、 残存高 5.8 cmを 測り、46よ りもや

や大型の羽釜である。器体部内面は横ないし斜めの刷毛目が施されているが、外面は欠損しており不明。口唇部は

肥厚しており僅かに外反する。口唇部外面はナデにより調整されている。羽部は平坦で、両面と狽1面 には刷毛目が

確認できる。

○須恵器杯

109・ 110。 113・ 122が図示し得た本住居跡出上の須恵器杯である①109。 122は 口縁片である。109はやや外反

した口縁をもつ。122は復元口径 12.6 cm。 両資料ともにロクロナデによる整形がなされている。■0は底部の約半

分の破片で底面には回転糸切り痕が明瞭に確認できる。底部径は 5.8 cmを はかる。■3は器体下部の破片である。

○須恵器高台杯

本住居跡からは須恵器高台杯が 1点のみ出土している。■1は底部の復元径 9,4 cmの 資料である。高台部分は成
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形時に別粘土を貼 り付けたものであろう。底部は静止糸切りと思われる。

○須恵器蓋

102～ 107、 121が須恵器蓋である。102・ 103、 105～ 107、 121は蓋の口縁部分の破片である。このうち 103以

外の側面はほぼ平坦である。103は狽1面がやや括れる。104は器体部の破片である。

○須恵器壷・甕

本住居跡出土の須恵器壷 。甕は61～ 70、 100。 101、 ■2、 ■4～ 120、 123である。このうち■2、 ■6は壷の口

縁の破片である。復元口径は、■2が 20.8 cm、 116が 20,O cm。 両資料とも外面はロクロ成形時に指をあてた部分

の軌跡がくびれとなっている。61～ 70、 100。 101、 114・ ■5、 117～ 120、 123は器体部 (胴部)の破片である。

このうち68～ 70、 100。 101、 ■4・ 115、 117～ 120はタト面にタタキロが確認できる。さらに 63・ 69・ 100の内面

には雲形ないし連弧状のタタキロがみられる。■5の外面には緑色の自然釉が付着している。これらの破片資料は

部分的なものであるため、器形や法量の全容を知る手掛かりとなるものは皆無である。

◎硼 点 鶏 跡出土土器

本住居跡から出土した土器のうち、図示し得たものは27点である。これらを器種別に概観する。

○土師器杯

1～ 15、 21、 27が土師器杯である。1～ 4、 7～ 10、 13・ 14、 27は口縁の一部である。口径の復元値は次の通

りでをある。 1は 12.8 cm、  21よ 8.8 cm、  3は 12.8 cm、  4は 9.6 cm、  7は 11.4 cm、  8イよ7.2 cm、  9イよ6.8 cm、  10イよ8.8

cm、 13は 14.O cm、 14は 9.6 cm、 27は 13.4 cmを 測る。各資料とも、内外面はロクロナデによる整形で、九形の回

縁の断面形状をもつ。この中で、 1～ 3、 7、 27に は内面に鋸歯状または放射状の暗文が施されている。さらに

27は外面に横方向の磨き (暗文)が確認できる。 5、 15は口縁から器体下部までにかけての破片である。 5は内

面にロクロナデと暗文、外面はロクロナデの後、下部には箆削りによる調整力渤日えられている。15は外面力減J離 し

ているため整形および調整方法は不明であるが、内面はロクロナデの後、横方向の箆磨き (暗文)を施してあるこ

とが確認できる。6・ 11・ 12は底部の破片である。6は器体部内面および見込み部、底面に放射状の暗文がみられ

る。■ は底部径 6.O cmを測り、器体部内面には暗文が施されている。底面は回転糸切りの後、箆削りにより調整し

たと思われる。12は底面の約 1/4ほ どの破片である。器体部外面、底面は摩耗が著しいが、底面には回転糸切りの

痕跡がわずかに確認できる。推定底部径は 7.4 clll。 21は本住居跡出土の土師器杯の中で唯一、口縁から底部にいた

る資料である。口径 ■.2 cm、 器高 4.l cm、 底部径 6.6 cmを測る。器体部の内外面はロクロナデ。内面には見込み部

の一部まで暗文が施されている。外面下部は箆削りにより調整されている。底面は回転糸切りを箆削りで一部調整

したと思われる。また墨書の一部が残存している。本資料を住居跡の時期判断の手掛かりとするが、見込み部に暗

文が確認できるものの全体ではなく、およそ半分に施されていることから、見込み部の暗文がなくなる過渡期のも

のと推定できよう。よって甲斐型土器編年の第Ⅶ期とllll期 の中間的な時期の所産と思われる。

○土師器甕

本住居跡より出土した土師器甕のうち図示し得たものは5点である。22～ 26がそれに相当する。22、 24、 25は

口縁の一部である。22は推定口径 24.6 cmの資料で、器体部内面は横刷毛、外面は縦刷毛である。口唇部の内面に
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は口縁周の弧にほぼ平行な刷毛目が確認できるが、外面にはみられない。器形は、やや胴丸なものであろう。24は

胎土に古代紫色の粒子を含むもので、いわゆる「堀之内原Ъtte」 である。推定回径は 22.2 cm。 口縁・器体部は厚

手の資料である。推定口径 24.4 cmの資料で、器体部内面、口唇部両面には横方向の刷毛、器体部外面には縦刷毛が

施されている。23、 26は底部の破片である。23は 24と 同様な胎土をもち、これもいわゆる「堀之内原Ъψe」 の

ものと思われる。底面には木葉痕が明瞭に確認できる。推定底部径は 6.3 cm。 26は内面横刷毛、外面縦刷毛という

甲斐型土器に多くみられる特徴をもつ資料である。底面には木葉痕の一部がみられる。

○須恵器杯

16、 18～20が須恵器郭である。16は今回の発掘調査で唯一確認できた口縁から底部までの全容カン巴握できる須

恵器杯である。19も 同一個体であることが後から判明した。復元口径は ■.6 cm、 器高 3.9 cm、 底部径 7.O cmを 測

る。内タト面ともにロクロナデによる整形がなされている。底部は明瞭に回転糸切 りの痕跡が残っている。18、 20

は口縁の部分片である。18は 白色に近い淡い灰褐色、20は濃い灰褐色をしている。

○須恵器高台杯

本住居跡からは須恵器高台杯が 1点のみ出土しており、17は底部の破片である。ロクロ整形によるものとみられ、

内外面には自然釉の付着が確認できる。胎土には長石を含む。高台は器体部とは別胎土であり、器体部整形後に加

えられたものであると推測される。

◎醜 点 1号住居跡出土土器

本住居跡から出土した土器のうち、図示し得たものは44点である。器種別に概略を示すこととする。

○土師器杯

1～ 6、 12、 21～ 23、 30が土師器郭である。 1は口径の復元径 10。 6 cm、 器高 3.7 cm、 底部径 4.8 cmを測る。内外

面ともにロクロナデによる整形。器体部外面下部および底面は回転箆削りにより調整されている。色調はやや責色

みがかかった茶褐色である。 2は カマドの正面部分の床面直上から逆位の状態で検出された完形の資料である。口

径 12.2 cm、 器高 4.2 cm、 底部径 3.9 cmを測る。内面、外面はいずれもロクロナデによる整形。器体部外面と底面は

手持ち箆削りにより調整されている。 3は口縁の一部を欠くが、ほぼ完形に復元し得た資料である。整形および調

整方法は2と 同様である。器体部に「人」という文字と思われる墨書が確認できる。4～ 6、 21、 23は内黒不であ

る。 4、 6は口縁から器体部にかけての破片で、それ以外は底部および器体下部片である。 4の内面には鋸歯状、

5、 21の器体部内面には放身↓1犬の暗文がみられる。いずれの資料も内外面はロクロナデによる整形と思われる。5

と21は同一個体であるが、器体部外面下部と底面は手持ち箆削りによる調整が施されている。12は口縁の破片で

ある。推定口径は 16.4 cm。 内外面はロクロナデによる整形で、内面には放射状、外面には横方向に暗文が施されて

いる。22はいわゆる「堀之内原 type」 の杯である。復元口径は 12.8 cmで、内外面ともにロクロナデにより整形さ

れている。内面には斜め方向に暗文が施されている。盤形に近い形状をもつ。80は底部の破片である。内外面をロ

クロナデで整形した後、底面と器体下部は箆削りにより調整したものと思われる。底部径は 3.4 cmを測る。
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○土師器皿

本住居跡出上の土師器皿は7～ 9、 ■、24である。このうち 7、 ■、24は同一個体であるため、図示し得た資

料は3点 ということになる。 7、 11、 24は残存率が一番高い 7の復元口径から 12.6 cmの ものであろうと推測でき

る。底部径は 5.5 cnl。 内面および外面はロクロナデによる整形で、器体下部外面ならびに底面は回転箆削りによる

調整力功日えられている。 8が全体の 1/4ほ どを欠く資料である。口径 13.2 cm、 器高 2.9 cm、 底部径 4.l cmを 測る。

口縁の断面形状は隆玉形である。内外面をロクロナデにより整形した後、器体部外面の下部と底面を手持ち箆削り

により調整されている。器体下部から底面にかけて「人」という文字と思われる墨書が確認できる。9は口径 12.4

cm、 器高 2.3 cm、 底部径 5.O cmを はかり、8と 同様に器全体の 1之 程が欠損している。色調は内面は黒色を帯びて

おり、外面は責褐色。口縁が鋭く外反している点が特徴的である。内外面ともにロクロナデによる整形と思われる

が、器体部外面および底面は回転箆削りにより調整されている。本住居跡は床面直上出土の上器の検討から甲斐型

土器編年の第� 期～�I期の所産と推測されるが、当該期の甲斐型の皿形土器にはこのような特徴をもつものは見

られない。よって、本資料は甲斐型以外の土器を製作していた地域より搬入されたものの可能性も示唆し得よう。

○土師器奏

10、 13～ 20、 25～ 29、 31、 36～ 40、 42が本住居跡より出土した土師器甕である。10、 19、 28・ 29、 37・ 38は

口縁の破片である。10は推定回縁径 21.4 cmで 、口縁内面には弧にほぼ平行する刷毛目が確認でき、外面は横ナデ

がなされている。口縁断面はやや肥厚する。器体部内面には横ナデ、外面は縦刷毛が施されている。19は推定回径

18.6 cmの 資料で口縁両面および器体部内面は横ナデが、器体部外面には縦刷毛がみられる。28は特殊な資料であ

る。先ず特筆すべき点は胎土が郭や皿と類似するものである点である。胎土の密度も濃く、焼成も一般的な甲斐型

甕よりも頑固である。そして内面の色調が黒色であることも挙げられる。調整は内外面とも丹念に磨かれたもので

ある。口縁の鯵伏は薄手で外反し、器体部は頸部から下部が膨らみをもつ。器形、胎土などから甲斐型以外の土器

であることカン旨摘できよう。武蔵型をはじめ、他地域で生産された土器である可能
′
隆が強い。土師器皿の9と 同じ

く搬入品である可能性のある資料として注目できる。口径の推定径は 10.8 cm。 29は推定回縁径 26.4 cm。 口縁の断

面形状は厚く短いタイプである。器体部内面は横刷毛、外面は縦刷毛が施されている①37は推定口縁径 24.O cmの

資料である。口縁の断面形状はやや肥厚し、口縁の内面のみに弧とほぼ平行する刷毛目がみられる。器体部内面は

横ナデ、外面には縦刷毛が施されている。38は推定最大径 21.2 cln。 胎土は28と 同様に一般的な甲斐型甕にみられ

るものとは異なり郭や皿と類似する。口縁の断面形状は厚く長い。回縁の内外両面はナデが施されている。器体部

はやや胴張りな形状を呈すると推測でき、内外面ともに刷毛目が確認できる。本資料も甲斐型とは異系統のものと

思われる。13～ 18、 20、 25、 27、 31、 86、 39・ 40はいずれも底部の破片である。いずれの資料とも底面には木葉

痕が確認できる①このうち、13・ 14、 17・ 18、 20、 27、 40は甲斐型土器と思われる。これらの資料の器体部内面

は横刷毛、外面は縦刷毛が施されている。15。 16、 25、 31、 39はいわゆる「堀之内原 typeJである。胎土には淡

褐色や古代紫色の粒子が含まれている。36は相模ないし駿東型などの甲斐型とは異系統の資料であると思われる。

○須恵器皿

35は本住居跡から出土し、唯一図示し得た資料である。13.2 cmの 復元口径をもつ。口縁断面珍仄は丸形で外反

する。器体部の整形は内外面ともにロクロナデである。
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○須恵器壷・奏

本住居跡出土の須恵器壷もしくは甕は、32～ 34、 41、 43・ 44である。いずれの資料とも器体部の部分的な破片

である。このうち 33は長顎壼や瓶である可能性もある。32、 41の外面にはタタキの痕跡が確認できる。34、 41

の外面には自然釉の付着がみられ、光沢を帯びている。

第 2節 土坑出土土器

◎馳 点 土坑出土土器

A地点の土坑から出土した土器のうち図示し得た資料は 10点である。器種別に概略を示すこととする。

○土師器皿

76号土坑より1点土師器皿が出土している。器全体の 1/3程の残存率である。復元口径は■.4 cm、 残存器高は

2.8 cmで ある。口縁の断面診仄は隆玉形を呈する。内外面はロクロナデによる整形後、器体部外面下部は箆削りに

よる調整力渤日えられている。外面には墨書の一部が確認できる。部分的であるため全容は不明だが、「壕制 という文

字である可能性がある。今回の発掘調査で土坑から出土した墨書土器は本資料のみである。どのような意図が込め

られていたかは不明であるが、祭祀的な面も踏まえ検討するに値するだろう。

○土師器奏

10の土師器甕は 15号土坑から出土した底部の破片である。復元底部径はおよそ 10.O cm。 内面には横刷毛が確認

できる。底面には木葉痕がみられる。

○須恵器壷・甕

2～ 9は A地点の上坑から出土した須恵器の壷もしくは甕である。これらの資料の多くはA地点北東の調査区拡

張範囲の土坑群からの出土である。2～ 6、 91よ 84号土坑から出土した。2は底部の破片で復元底部径は 8。 2 cm。

底面は箆削りにより調整され、別胎上の高台をもつ。見込み部には自然釉と思われる緑色の付着がみられる。 3～

5は口縁の破片である。復元口径は推定でそれぞれ、3は 38.8 cm、 4は 38.2 cm、 5は 25.6 cmである。4の外面に

は波形の模様がイ寸加されている。 6～ 8は器体部の部分的な破片である。6と 8は同一イ団体と思われる。タト面には

自然釉による光沢がみられる。 7は 48号土坑から出土した頸部屈曲部の破片であり、外面は焼成時に白色に変色

したと思われ、緑色の自然釉が薄く付着している。 9は 84号土坑から出土した。やはり頸部の屈曲している部分

の破片である。

◎硼 点 土坑出土土器

15点のC地点の土坑から出土した土器が図示し得た。器種別に概略を示すこととする。

○土師器杯

C地点の土坑から出土した土器のうち、 1～ 8が土師器郭である。 l～ 5、 8は 28号土坑から出土した。 6は

8号土坑、 7は 50号土坑からの出土である。 l～ 3、 6は口縁の一部である。全資料に共通して言えることは、
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口縁の断面形状が隆玉形であり、内外面ともにロクロナデによる整形後、器体部外面下部は手持ち箆削りで調整さ

れていることである。 4の内面は黒色である。 5～ 8は底部の破片である。どの資料も底面および器体下部は手持

ち箆削りにより調整されている。 5は内面が里色である。4と 5は同一個体である可能性がある。

○土師器皿

9は 19号土坑から出上した土師器皿の回縁の破片である。口縁の復元径は 12.O cmで 、断面形状は隆玉形。器体

部両面はロクロナデによる整形で、外面下部は箆削りで調整されている。

○土師器甕

10～ 14は C点の土坑出上の奏である。10～ 13は 28号土坑からの出土で、14のみ 16号土坑出土である。10。

12・ 13は口縁の破片である。口縁の断面形状はいずれの資料とも厚く短いもので、10の内面は横方向の刷毛目が

確認できる。12・ 13の回唇内外面はナデにより調整されている。■、14は底部の破片である。14の底面には木葉

痕が確認できる。

○須恵器蓋

15イよ19号土坑より出土した復元径 16.2 cmの 須恵器蓋の破片である。内外面はロクロナデによる整形である。胎

上の色調は白色に近い灰褐色である。C地点 2号住居跡 103と 同一個体で接合すること力ΨJ明 している。

第 3節 溝状遺構出土土器

溝状遺構はA・ C地点において確認されているが、遺物を図示し得たのはA地点のみである。

◎Att点 溝状遺構出土土器

A地点の溝状遺構から出土した土器を器種別に概観する。 1・ 2号溝状遺構からは図示し得る土器の出土はみら

れなかった。ここで取り上げる資料は3・ 4号溝状遺構より出上した5点である。

○土師器杯

1の資料は、 3号溝状遺構から出土した土師器杯底部の破片である。器体部内面には暗文がみられ、外面および

底面は箆削りにより調整されている。

○土師器甕

5は 3号溝の覆土中より検出されて土師器甕の口縁片である。両面もナデによる整形がなされている。復元口径

は20.O cmほ どであると思われる。甲斐型以外の相模型、駿東型である可能性が高い。

○須恵器高台イ

3号溝から須恵器高台郭の底部片である4が出土している。推定底部径は 6.2 cm。 表裏ともロクロ整形である。

高台部は別胎土であると思われる。高台部の断面形状は三角形に近い形を呈する。

○須恵器壷・甕

2・ 3はいずれも4号溝状遺構から出土した須恵器壺もしくは奏である。 2は器体部の破片で、長顎壷や瓶であ
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る可能性もある。内外両面ともナデによる整形である。3は高台を伴う底部の破片である。底部の復元径は 19,0

cm。 表裏に箆状工具によるナデの痕跡が確認できる。また外面には自然釉が垂れて付着している。

第 4節 竪穴状遺構出土土器

◎噛 竪穴状遺構出土土器

C地点の竪穴状遺構から出上し、図示し得た資料は1号・2号で 1点ずつの計 2点 と僅少である。住居跡と推測

できない理由のひとつにこのことも挙げられるだろう。これらを器種男Uに概観する。

○土師器甕

1は 2号竪穴状遺構から出上した土師器奏で、口縁の破片である。胎土はイや皿と類似する。内外面ともにナデ

による整形がなされている。甲斐型とは異系統のもので、相模地域や駿東地域からの搬入品の可能性もある。

○土師器蓋

土師器蓋である2は 1号竪穴状遺構から出上した。器体部の一部の破片であるため全容は明らかではない。内外

面はいずれもロクロナデによる整形である。外面は黒色を帯びている。

第 5節 住居跡出土鉄製品

今回の発掘調査ではA地点1号住層跡とC地点3号住居跡に伴って4点の鉄製品が出上している。それらを概観

する。

◎パ聰煮 1号住居跡出土鉄製品

○刀子

1は先端がやや欠損するものの、ほぼ完全な形で出土した刀子である。残存長は 13.O cm、 最大幅 1.l cm、 厚さ

0,4 cmを測る資料である。刃部は7.l cmで、着柄部は肥厚している。

○紡錘車

2は軸が曲がった状態で検出された鉄製の紡錘車である。復元全長は21.3 cm、 車部の直径は4.2 cm、 厚さ0.4 cm

を預↓る。

◎0しま 鶏 跡出土鉄製品

○盤

3は全長 14.5 cm、 最大幅 1.6 cm、 厚さ0.5～ 1.O cmの鉄製藝である。刃部の長さは 1.8 cm。 基部には着柄用と思わ

れる突起が確認できる。

○鏃

4は鉄製の鏃 (鉄鏃)で全長 15.2 cm、 残存最大幅 3.5 cm、 厚さ0.4 cmを測る。羽部の片方は欠損している。基部

の断面は方形を呈する。基部末端 (尾部)は幅が減少しており、ここを矢の本体に装着していたと思われる。
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第V章 おわりに

今回発掘調査を実施した、三ノ側遺跡について若干の考察を述べてみる。

第 1節 平安時代の竪穴住居跡について

本遺跡から検出された竪穴住居跡は全地点で合計 6軒であり、8世紀後半～10世紀前半に位置づけられる。各竪

穴住居跡の構築時期は伴出した土器からおおよそ以下のように分けられる。

A地点 1号住居跡

B地点 1号住居跡

C地点 1号住居跡

C地点 2号住居跡 a

C地点 2号住居跡 b

C地点 3号住居跡

D地点 1号住居跡

甲斐型土器編年 第X期

甲斐型土器編年 第Ⅷ期～第Ⅸ期

不明 (甲斐型土器編年 第X期

甲斐型土器編年 第� 期～第XII期

甲斐型土器編年 第� 期～第�I期

甲斐型土器編年 第Ⅵ期～第Ⅶ期

甲斐型土器編年 第� 期～第� I

(9世紀後半代 )

(9世紀中頃)

(9世紀後半代)以前か)

(10世紀前半代)?(以前か)

(10世紀前半代 )

(8世紀後半代～9世紀初頭)

(10世紀前半代 )

以上のような時期判断を下した。C地点 2号住居跡に関しては、覆土に主徳となる土器群よりも古式のものも混

在しており、 2号カマドが構築された時期はやや遡る可能性もある。C地点 1号住居跡は良好な資料が得られず、

具体的な構築時期の想定は不可能である。C地点 2号住居跡とD地点 1号住居跡は、ほぼ同時期に営まれていたも

のと推測できる。部分的な発掘調査ではあるが、広い範囲で長時期に渡り集落が形成されていたのだろう。

A地点 1号住居跡は壁高が最も良好な部分で 60 cmも 残存しており、土器以外に作業台と思われる石、鉄製品、

そして良好な残存状況のカマ ドという、当該期の人々の生活を紐解く上で有効な資料が一括して確認できたことは

大きな成果である。住居内で衣食に関わる作業力光子われていたことになろう。

第 2節 墨書土器について

C地点1号住居跡を除く5軒の竪穴住居跡から墨書土器が検出された。A地点1号住居跡からは「公」という同

一の文字力渭己された杯と皿が検出され、土器の組み合わせを示す何らかの糸口となるであろう。同住居跡からは、

この他に杯に「入」、皿に「男」という文字がみられる墨書土器も確認されている。いずれの資料も底部に墨書力濡己

されている。B地点 1号住居跡からは底部に「智□」という墨書の記されたイが見付かつている。C地点2号住居

跡からは昭和 56年度の第 1次調査と同様に「長」という墨書土器が検出された。他にも「人」、「主」等もみられ

るが、器体部側面に記されたものが多い。D地点 1号住居跡からは「人」という文字力浦己された杯と皿が検出され、

A地点1号住居跡と同様、土器のセット関係を表す可能性がある。
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第 3節 甲斐型土器とその他の上器について

今回の発掘調査で出上した土師器の多くは甲斐型土器であつた。しかし、B地点1号住居跡やD地点 1号住居跡

では明確に甲斐型土器とは系統の異なるものも伴出している。

B地点 1号住居跡,…… 甲斐型土器編年  第 Ⅷ期～第 Ⅸ期・………相模型甕力X半出

D地点 1号住居跡Ⅲ… 甲斐型土器編年代 第� 期～第X五 期・……・,非甲斐型皿・武蔵型奏が伴出

これらの資料だけでは十分な検討資料にはならず、必ずしも同時期に並行するものとは断言できないがヽ 今後の

発掘調査によつてデータの蓄積がされ、古代都留郡下 (山梨県東部域)における甲斐型以外の上器の伴出例として

研究材料になることを期待したい。

-28-



0   10 ｀  20km

第 1図 三ノ側遺跡の位置

第 2図
三ノ側遺跡周辺の

遺跡分布(桂川流域)
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第 4図 遺構位置図

-30-



洲
硼
即

０５
（
Ｍ

ぃ
。

淵

６。」�内）
ｏ・

彎
辟
③

時
部
討
辟
講
耐
彗
尊

ｐ
ト

留
解

斗緯
じ
艦
ド

�ヽ
鳴
ω肝
院

ユ帥甫ｍ事　　　Чド嗽ｐ８絆Ю一脚げ�帯的
手

↓
帥
首
障

軍
ト

ト

詳Q

◎
津ト

口
ω
／
／
ｒ

口
ヽ
　
′
／
／＼

田
い
　

／
／
′

Ｏ
ω
／
／

０
ヽ
／
／

ｏ
わ
′
／

コ
＼

∪
Ｆ
／
／
′

，９や
／
／
７

口ω　＼

9  Q
望 /

議

／

ツ

里
望

罵

／

＼
・
　か

　
＼ヽ＼　　　　・／Ч′　　　＼

弄
特

/塩

＼＼
ぺ

＼＼ 6

恙

嵐

肝＼＼�
>

,Cbキ

＼

u

＼

―/

＼ ＼ ミ

｀
ヽ ヽ

ご

ヽ

―
ミ

W

焦

ヽ
点

′ / /ア

?―    
・

m

第 5図 A地点 遺構グリッド配置図

-31-



あ 4＼1

あ 5＼
＼

い 1＼

ぃ2 /

い 3
＼

tヽ 4＼

/
3

／

／
２Ｗ

図公
υ
　
Ｃ
／
／

第

Ｂ‐

1号住居跡

、`、あ 2

＼＼あ3

＼
/
4

/｀
｀

/
9     10 ii`:｀

｀
守r 々

／

‐５

／

／

‐４

０

／

／

‐６
＼

／

／

８

／

／

７

＼
／

／

６

／

／

５
/＼

あ4

17

ハ
ー

・
５

12_

11-}

Toヽ―、

卜 u

こQ
8-

7_

6-

5｀ ―ヽ}

4ヽ _ヽ

3-_

2_

1__

戸

第 7図  C地点 遺構グリッド配置図

B地点 遺構グリッド配置図

ぐ
土

墨Q3土予

警康土Ω

屯鶴
蜃蔓蓬魂躍
乳尋9紹

号雲穴状遺構 第 8図 D地点 遺構グリッド配置図

G

H

l‐
―

号住居跡

I層 :暗葉福色主

H層 :暗茶福色土

lll層 :晴茶偶0■

Ⅳ層 :暗茶捐色土

V層 :瞬茶掲色■

M層 :護茶褐色土

VI層 :贈茶掲色■

W層 :明茶褐色土

X届 〔明茶褐色■

粘催覇   しまりをし  耕作土a(雇績■)

粘桂やや強 しまりなし  耕作■ b

賄性やや強 しよりなし 米紅大のスヨリアを若干合む

粘性罰   しまりなじ

粘性やや強 しよりなし 小豆大のスコリアを多■に含む

猶任覇   しまりなし 小豆大のスコリアを多二に含む

粘性弱   しまりなし 小豆大のスコリアを多二に含む

rtFtや や強 しまりなし ブロック状のスヨリア塊が混在する

箔性弱   じまりなし ブロック状のスコリア塊がIETE儘 構確認辰)

0                       10m

一

)            2m

1号住居跡

第 9図 基本層序

―-32-―



い
０
さ

・Ч
的
ω
ヨ

1詈

EPA

撃

1弩

攣_

50tつい

EPA

刀
≪
＋

鞠
ｐ
ω
・ｆ３

501,753m

ヤン

ン
ぃ

い
０
（
・Ｎ
３
っ

0            1m

第11図  A地点 1号住居跡 カマ ド

第10図  A地点 1号住居跡

D'
ユ    m

」 EL…

―
r

ヒ __2m

ヤン

―-33-



・ｍ
盛
∽向

刊
ロ

EPA

SPA                            ソ       SPA
502622m=｀ ＼さ

与:Ξ

コE三至日配I三二三ユ三

igラ

ニΞΞΞ三

FF=====≦

≧=====多
ノ`こ

第12図 B地点 1号住居跡

EPA EPパ

嫌
的
脚
脚
騨
牌
欝

Ｂ

Ｉ

Ｈ

Ⅱ

Ｖ

Ｖ

Ｍ

【

含む (選絡確認■)

502.43m

嘩

…

|>

Ct

サブトレンチ

第13図

B地点 1号住居跡 カマ ド

蒲  r2

＞

一

B地 点 1号住居跡カマ ド 種上

a臓 :波泰褐色■  粘質と カマ ド構築とに強結確認とが虚在する

b厨 :赤偶色主   翡員主 雄主力暗 干屁在する

o層 :女褐0■   お質■ カマ ド構築と

●層 :晴葉褐色■  踏質■ カマ ド構築とに地山の主が混在

o層 :脳茶偶0■  粘質土 」層に類似するが祐任おtnく 地山の主の割合XIf多 い点で具なる

f旧 :滋赤栂色■  絡貫i b層 に距叡するが、燒■の割合が少ない

E膚 :甥 禁褐色土  粘質■ 赤色の焼とを含有する

―-34-―



49■ li9

Ⅲ

10

第14図

C地点

診

号住居跡 鸞
こ
熊鷲 藤置

霜ザ昇と嵩拙吾ット
号住居跡

郎襲

1

岳!

寸

ｍ
住
Щ

・ｍ
住
の

翻
一勲
一

SPA
499,3m

2号カマド

EPA
499779m

第16図  C地点 2号住居跡
0            2m

―-35-―



D

4997m

静

Ｂ
一豹

９４

:::離と 鑓寵懲電景躍鉾写挙お
f少をい薫咀なるカマ輌難

孝:灘 ::i::::を :難灘こ:雖る

第17図  C地点 2号住居跡 1号カマ ド

掛

≫
丁
Щ

ノ

く

＋Ｅ

ｏ
∞
ｏ

ｏ
ｏ
甘

一
。一

＜
一
ａ

499689m

第18図

C地点 2号住居跡 2号カマ ド
C

499.689m

Fl

499.689m

ci     Cれ 府?弓t居跡2=カ マト ■■

Ｅ

め
∞
Φ
．ｏ
ｏ
寸

デ 翌

499689m

―-36-―



SPC  SPC' ユが ▼

ゴ

ｏ
ご

ごヽ
∽

だ
＝
。
Ｆ
ｖ晟ヽ

SPC SPじ

499,832m

0           2m

BI

′

t圭====E=コ==コ=主
当
m

第19図  C地点 3号住居跡

Ａ
生
キ

:49913m

霧| Ｅ

∞
．Ｏ
ω
寸

ｍ
住
Ш

Ｅ

∽
．ｏ
め
帯

第20図  D地点 1号住居跡

81呂

tB怪

-37-―



田

ヽ
Ｏ
Φ
・
い

υ

ヽ
Φ
Φ
】
０

h lm

∪

．

A

打
気
＋

Ai
499,6

D地 点 1号住 居跡 カマ ド 覆主

a層 :嗜葉禍色よ 後居離の通常確認
=

b臓 :贈黄褐色■ 住居跡の選構確認土に少量のカマ ド横鎮工が潟在する

c鷹 !皓拇色土  お賞土 灰を着千含tIN カマ ド構豪i

d層 :暗偶色と  お質土 o層に頸似するぷ灰の合有量が多い点で異なる カマ ド構築土

e層 !明福色上  結質土 灰を多く含み焼とを若干伴う カマ ド構築土

`層
:贈赤穏色■ 粘質工 擁土とスを含む カマ ド構集主

g層 :明赤禍E■ 絡質土 焼医を多量に合む カマド構築土

h層 」波瓜褐色土 カマ ド絲婁■と範山層の黒色■VIt7Et

i層 :暗茶栂色土 地山濡0黒色とに若子の焼とが湛在

1層 :茨灰禍0■  h層に類似するが黒色との割合が多い点て黒なる

k層 :暗灰褐a■  カマ ド結集土と擁とが混在する

O           m

第21図  D地点 1号住居跡 カマ ド

―-38-



65とと
r~lEC百〒

~~ジ °堅
|ど こヽと

`:Kミ

'

a     53号
土
坑
 /屯

=＼
     

ど
夕…

1,υ‖ 「
―
一
一
        V  

愁
   

“
焉
ュ

朗
.癬
__畔

:  
器
   : I   __

66号
土
坑

ELV
弓        67号

土
坑

ELV
EPA      EPA'       66号

土
坑

約
   67号

土
坑
  

ハ
    

ォ
1口

68号
土

坑

m7篇
¬

 
辰
垣
訳
【
(ジ

牌
ず

伊
埓

が
i琴

土
坑
霊
C琶

1愛
  

≒
 

淫

52■
坑
訴
C w＼

ミ
澄
愛
こ
と

'ジ

輸
 |   

に
 

鰐
土
坑

堺引瑠Щ口喬尽骰揮日騨　Ｉ翠＜　団震紙

―ｌω∞――

58号
土
:EⅣ

   01・

7下

,そ
こ
夢
考
S「

十
~   

ざ

刀
6ュ

.Ⅲ
5土

浄

SEC,x EJ‐

常
    

」
里

54号
土
坑

ELV

生 
ゝ

 
潟

L」
5角

u√
型
小

9              2m               
     

尾
―

―

EPB

501634m

EPC

501634m



―-0レー

聯T臣日日卸聡翌辞軍酢善乙 革町V 国8乙窮

輸

＝

＝

ｌ

ｏ‐
４

ゝ
‐
‐
，
Ｊ
監
Ｂ
ｏ・Ｎ
８

田

　

　

　

　

日

ポ
引
中
協

詣
粧
戦
ブ

誰
∞言
　
　
　
　
ノ
卦
ｒ
　
削

ぷ
引
中
協

ｋ

住
山

К
ハ
Ａ
上
雲
藤



EPA   EPA

v 502.034m

EPBLS   EPBI

u  502.034m

sPA  EP州

舛
熊
＋

み、/五 1

身》聖げ蒟

v502.084m 21号土坑

EPA   EPA
S02.134n4R  J~~~

EPB    EPBt
502134m―

14号土坑

8号土坑

21号土坑 ELV

亮げ
鳥キ
7_

拇ぴ EPA_
EPA    EPA

り   「

502.084m 502.034m―

EPB ＼  EPBi EPB     EPBi

3号土坑
   _502.084m

502.084m―
琳
ア

`望

ヨet

第24図 A地点 土坑 (3)

EPA    L「ペ

502.085m ~―  
く＼

:::＼
、
|こ 27号:上坑

婢⑥も
力'凝

聖
Ш Xノ乳1鵬m

―

一 伸

EPA EPA  EPAf
′~_501.985m

EPB EPB=

501985m

EP尽

-501985m

EPB
502085m

ＥＰＢ
一

５ｍ

EPA
502085m

第25図 A地点 土坑 (4)

-41-



I姉  紗 部 「D入ミ 勢 噺
50乞 085∴

ヽLデ 15殴 p咤 / 
＼ ＼ イ きD柳 ミ ,ぼ

雪
♂

… ＼

雄 μ_壁B~E警 1

＼ ＼ 呻  氏＼   ,,一一―

―E托和鰤4議浄げ＼ 染芦斡筆翠き空峯翠耳絆

独  鷲     

梶号止抗

、 訴
破

戦   

∝ ＼

≦ 巣 三 肇

嚇 m捗E「 /―翌!て
09

蜘8    9Ψ
特《残〕■ 駄35mワ怒虚蕪    し/5は∞師

耐

E呼  …Ⅲ斐
`=:Ξ

ビ鵡 ＼ミ EPげ

―
WI絲

s警 ‖ヽ  翠 ン 35ヴ

502.01m 導こ＼で
,035日凸ド

IVM ψ V‖

EPA

EPB

鵜

土坑 ＼＼＼＼＼、工  EPA`

|こ|

502o85■卜~/

13岳上坑

圧けう26争

99号

…
＼くノ
「

502.085m

EPBI

¬導ノ
r502085m

第26図  A地点 土坑 (5)

-42-



EPA 501634m
SPA

5021m_

SPA'
ど~~5014 夢ド

び

√  87号 88号土坑

92号土

EPA

魯学 √

一　
ヅ

Ｍ

ＥＰＢ ‐

一
Ｖ

77

酔
一５Ｃ
　
‐一一Ｖ

聖Ｖ

置

副
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

号
ｍ４

一
５０

も

臀 咄1翔m

＼嘔PB    EPBI
.434駄

v万

k｀

(_ノ
″葛01・4勢m

EPA
=＼

彎√勁
.4ym

第27図  A地点 土坑 (6)・ 溝

／
盟

一一噸
5餌る34η

り「
o            2m

＼

Ｓ

ヮ
防

501.384m

-43-



EPA   EPバ

／〕呻／的一／

/

・
ｔ

公

　

　

　

　

膠

算

ｗ
Ｌ

玉拘

軋
即

Ｆ

　

　

‐
‐
‐
‐

ヨ
日
耐
＝

坑
　
　
　
゛

　
　

“

Ⅵ
ぜ
　
土＼

　

‐

口，　　＼劫中一輪

Ｂ
．　

　
　
　
　
　

０
　
　
　
　
　

＼
　
　

口，
　
Ｅ

Ｐ

　

　

　

　

　

　

　

４

Ｅ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐０

中峙・て＼一中）＼＼＼　　　‐剛　８５
パｗ』

癖
甥
郷
ＦＰ

蜘

ＥＰＢ
・味

　
　
　

ふ
　
　

Ａ

弘
．９８５
　
　
　
　

Ｄ

ＥEPA     EPA・

501985お｀
、」

″

か
露aal

a_

絲ヽ

501885m

EP旦    / 
―~F

501.885m― ~ 501〕

0            2m
＼学

第28図  A地点 土坑 (7)

EPA EPA::RA    EPA:        EPA     EPA'

EPA
５。

　

　

　

　

　

５０

¬t   J電 ol.91m

A―  「 50191m

SPA!

SPド

呻 m

501,6m

|

第29図 A地点 土坑 (8)

885m

―-44-―



仙
∵

租　　　　４９９
＼＼＼想

0           2m

飾

lVdS

廃

し ＼
粗

√

里

聖

T号土境

EPc,

4_ デ翌

堅       EPEI
499989m れ     _

EPD

し

)号 主航     EPA      EPAr
―

EPB       EPBt

豆百    499,9mt/~

(下)第 31図 C地点 土坑

土坑ィ

本

0           2m

C地点 土坑 (1)
C地点 土坑 (2)・ 溝

(上 )第 30図

-45-



344m
郁
揃

拶
7

↓
Ａ
≪
キ

劫
ジ
／

号 26号■坑

び
EPA

ド
　
一”

499889m_

41号土坑

SPA
499.863m

が
ふ裂

EPA
499.815m A、

＼_/ノ「

0            2m

第32図  C地点 土坑 (3)堅穴状遺構

499.802m

SPA

61号土筑

第33図  C地点 土坑 (4)

-46-



ご
，
Ｐ

(`ti!IItit,I,, |鍵
ら
■

27rH■坑

_第34図  C地点 土境 (5)堅A状違構

-47-



土坑

◎第 22

A妹
1層

H層

||1層

IV層

A鯨
1層

H層

Ⅲ層

IV層

V層

Ⅵ層

ⅥI層

Ⅵ‖層

IX層

X層

A蛛
1層

H層

III層

IV層

V層

Ⅵ層

A妹
1層

H層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

ⅥI層

ⅦI層

IX層

X層

� 層 :灰褐色土 粕 1生ややあり 赤色粒子を含む

60号土坑

暗灰褐色土 粕性ややあり

黒褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む

茶褐色土 粘性なし 赤色粒子を含む

灰褐色土 粕性あり

61号土坑

灰褐色土 粘性なし

暗灰褐色土 沐創生なし 赤色粒子を含む

茶褐色土 ホ創生なし 赤色粒子を含む

茶褐色土 米�性あり 赤色粒子を含む

黒褐色土 米�陛強 赤色粒子・礫を含む

赤茶褐色土 粕陛あり 赤色粒子を含む

暗灰褐色土 粕陛ややあり 礫を含む

63号土坑

灰褐色土 粕性あり 赤色粒子を含む

黒褐色土 粘性なし 赤色粒子・礫を含む

茶褐色土 粘性なし 赤色粒子・礫を含む

灰褐色土 粘性あり

69号土坑

暗灰褐色土 粘性あり 赤色粒子を含む

黄褐色土 米副生なし 赤色粒子を若干含む

灰褐色土 粕陛なし 赤色粒子・礫を含む

黒褐色土 粕性なし 赤色粒子を含む

灰褐色土 粕陛ややあり 赤色粒子を含む

70号土坑     _
暗灰褐色土 粕性なし 赤色粒子を若千含む

黒褐色土 粕陛あり 礫 。赤色粒子を含む

茶褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む

赤茶褐色土 粕性なし

溝状遺構・竪穴状遺構 覆土一覧

図 (A地点 1号掘立桂建物跡・周勒

49号土坑・ 51号土坑

茶褐色土 粕陛あり 赤色粒子を含む

黒褐色土 粕性強 赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粕性ややあり 赤色粒子・礫含

暗灰褐色土 粕性あり 赤色粒子を含む

52号土坑

黒褐色土 粕14強 礫 。赤色粒子を含む

茶褐色土 粕性あり 礫・赤色粒子を含む

灰褐色土 粕性なし

茶褐色土 粕性あり 礫 。赤色粒子を含む

赤褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む

暗灰褐色土 粘性ややあり

黄褐色土 粕性ややあり

責褐色土 粘性ややあり

灰褐色土 粕性なし 赤色粒子を含む

灰褐色土 米創生なし

59号土坑

灰褐色土 粕性なし 礫を含む

黒褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む

黄褐色土 粕性強

茶褐色土 粕陛なし 赤色粒子を含む

灰褐色土 粘性あり 赤色粒子を含む

赤灰褐色土 粘性あり 赤色粒子を含む

65号土坑

暗褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む

茶褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粕性なし 赤色粒子を含む

茶褐色土 粕性なし 礫 。赤色粒子を含む

黒褐色土 粕陛ややあり 赤色粒子を含む

赤褐色土 粕性あり 赤色粒子を含む

暗褐色土 粕性なし

明茶褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む

灰褐色土 粕性なし

黄褐色土 粕陛なし 赤色粒子を含む

◎第 23図 (A地点 2号掘立桂建物跡・周勁

A鯨
1層

H層

||1層

Ⅳ層

A蛛
1層

H層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

ⅥI層

A腺
1層

‖層

||1層

Ⅳ層

A妹
1層

H層

||1層

iV層

V層

A妹
1層

H層

Ⅲ層

Ⅳ層
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◎第 23図 (A地点 2号掘泣桂建物跡 。周勁 ◎第 27図 (A地点 土坑-6)

A地点 84号土坑A腺
I層

H層

Ⅲ層

Ⅳ層

◎第26

A腺
1層

H層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

ⅥI層

Ⅵ‖層

IX層

◎第 27

A蛛
1層

H層

||1層

Ⅳ層

A妹
1層

H層

Ⅲ層

lV層

V層

Ⅵ層

ⅥI層

� 層

XII層

XIII層

XIV層

71号土坑

黄褐色土 粘性あり

黄褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む

灰褐色土 粕陛あり 礫 。赤色粒子を含む

暗褐色土 粕性あり 礫 。赤色粒子を含む

図 (A鏃 勧 -5)

5号土坑 。7号土坑

灰褐色土 ホ浄性なし 赤色粒子を含む

灰褐色土 粕陛なし

灰褐色土 粕14ややあり

暗褐色土 粕14な し 礫 。赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粕性なし 粒子粗

灰褐色土 粕性なし 粒子微細

暗茶褐色土 粕性なし 粒子粗 赤色粒子含

暗茶褐色土 粕性なし 粒子粗

灰茶褐色土 粕陛なし 粒子微細

図 (A地点 土坑-6)

81号土坑

明茶褐色土 米μ性なし 礫 。赤色粒子を含む

暗茶褐色土 ホ浄性なし 礫を含む

茶褐色土 粕性なし 礫を含む

暗褐色土 粕陛なし

82号土坑

暗茶褐色土 粕14あ り 赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粕性あり 赤色粒子を含む

黒褐色土 粕性強 微細赤色粒子を含む

黒褐色土 粕陛強 赤色粒子を含む

明茶褐色土 粘性弱 赤色粒子を含む

明茶褐色土 粕陽  赤色粒子を含む

黒褐色土 粘性強 粒子粗 赤色粒子を含む

黒褐色土 粘性 。しまり無 赤色粒子を含む

黒褐色土 粘性弱 しまり無 赤色粒子含

暗黄褐色土 粘性弱 しまり無 赤色粒子含

暗茶褐色土 米lrl生 。しまり無 赤色粒子含

暗赤褐色土 粕陛強 しまり弱 赤色粒子含

||1層 と類似するが、赤色粒子の密度が異なる

明茶褐色土 粕性・しまり無 赤色粒子含

III層 に類似するが粘性が強い点で異なる

明黄褐色土 粕性。しまり無 赤色粒子含

暗茶褐色土 米占性強 しまり無 赤色粒子含

明灰褐色土 粘性強 しまり有 赤色粒子含

暗灰褐色土 粕畷  しまり無 赤色粒子含

暗茶褐色土 粕陛強 しまり有 赤色粒子含

明茶褐色土 粕性強 しまり有 赤色粒子含

86号土坑

茶褐色土 粘性弱 礫・赤色粒子を含む

黒褐色土 粘性あり 赤色粒子を含む

黒褐色土 粘性あり 赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粕 l■あり 礫 。赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粕陛あり 礫を含む

87号土坑

茶褐色土 粕性弱 礫 。赤色粒子を含む

暗灰褐色土 米創圭あり 礫 。赤色粒子を含む

茶褐色土 米浄性あり 礫を含む

黒褐色土 米�陛あり 礫を含む

暗茶褐色土 粕陛弱 礫・赤色粒子を含む

層

層

層

層

層

層

層

層

層

層

―

＝

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

ＶＩＩ‐

Ⅸ

Ｘ

A蛛
1層

H層

||1層

Ⅳ層

V層

A腺
1層

H層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

A鏃
1層

H層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

ⅥI層

88号土坑

暗茶褐色土 粕隆あり

黒褐色土 粕性なし

黄褐色土 粕性あり

茶褐色土 粘性なし

暗灰褐色土 米創生あり

灰褐色土 米創生あり

灰褐色土 米�性なし

礫・赤色粒子を含む

赤色粒子を少量含む

礫・赤色粒子を含む

礫・赤色粒子を含む

赤色粒子を少量含む

礫を含む
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A妹
1層

‖層

||1層

IV層

V層

Ⅵ層

ⅥI層

ⅦI層

A蛛
1層

H層

||1層

IV層

V層

Ⅵ層

◎第 29

A腺
1層

H層

Ⅲ層

IV層

V層

Ⅵ層

ⅥI層

A蠍
1層

H層

||1層

Ⅳ層

V層

◎第 30

C峡
1層

H層

Ⅲ層

◎第 27図 (A地点 土坑-6)

89号土坑 C蛛
暗灰褐色土 粕陛ややあり 礫 。赤色粒子含     1層
暗茶褐色土 粕性ややあり 礫 。赤色粒子含    H層
茶褐色土 粕陛あり 赤色粒子を含む

暗褐色土 粕性なし 礫 。赤色粒子を含む    C地 点

1層

C妹
1層

H層

90号土坑

茶褐色土 粕 l■あり 赤色粒子を含む      C地 点

茶褐色土 粕性あり 礫 。赤色粒子を含む      1層

暗灰褐色土 ホ浄陛なし

暗茶褐色土 粕性あり 赤色粒子を含む

灰褐色土 粕性なし

黄褐色土 粕性あり 赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粕性あり 礫を含む

黒褐色土 粘性あり

図 (A昧  勧 -8)

45号土坑

灰褐色土 粕性あり 赤色粒子を含む

暗掲色土 粕性ややあり

48号土坑

黒褐色土 粕性あり 礫を含む

茶褐色土 粕性あり 赤色粒子を含む       Ⅳ層

黒褐色土 粕性あり

C妹
1層

H層

||1層

茶褐色土 粕性ややあり 礫 。赤色粒子を含む   Ⅳ層

灰褐色土 粘性なし

暗灰褐色土 粕性なし

暗褐色土 ホμ性なし 赤色粒子を含む

黒褐色土 粕性ややあり 赤色粒子を含む    C地 点

H層

||1層

◎第 31

1層

‖層

‖層

IV層

V層

C妹
1層

‖層

||1層

茶褐色土 粕性あり 礫 。赤色粒子を含む     Ⅵ層

暗褐色土 粕性なし 礫 。赤色粒子を含む     ⅥI層

黒褐色土 粘性あり 礫を含む

灰褐色土 粕性なし

図 (C地点 土坑-1)

1号土坑

明茶褐色土 粘性あり 礫 。赤色粒子を含む

茶褐色土 粕性ややあり 微細赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粕性あり 礫を含む

―-50-―

◎第 30図 (C地点 土坑-1)

2号土坑

茶褐色土 粘性あり 微細な赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粘性なし 微細粒子・礫を含む

3号土坑

茶褐色土 粘性ややあり 微細粒子・礫を含む

5号土坑

暗褐色土 粕陛ややあり 小礫・スコリア含む

黒褐色土 粘性あリ スコリアを含む

7号土坑

茶褐色土 粒子やや細かい 赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粒子やや細かい 赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粒子やや細かい 茶褐色粒子含む

暗赤褐色土 粒子粗い スコリアを含む

8号土坑

茶褐色土 粕性あり 粒子細 赤色粒子を含む

暗茶褐色土 粘性あり 粒子粗 礫を含む

黄褐色土 粘性あり 粒子粗 赤色粒子を含む

灰褐色土 粕陛なし 粒子細

図 (C地庶 土坑-1・ 溝状自爾

11号土坑・ 12号土坑 。30号土坑

明茶褐色土 粘性有 赤色粒子・礫を含む

茶褐色土 粕性あり 赤色粒子・礫を含む

灰褐色土 粕陽  粒子細 耕作土

茶褐色土 ‖層に類似するが粒子が少ない

暗茶褐色土 粕陛弱 粒子細 礫を含む

黄褐色土 粘性弱 粒子細

スコリアブロック

16号土坑・ 17号土坑

茶褐色土 粕性あり 粒子細

暗茶褐色土 粕性あり 粒子細 赤色粒子含

暗茶褐色土 粘性あり 粒子細 礫を含む



C腺
1層

‖層

||1層

IV層

V層

C妹
1層

‖層

III層

C蛛
I層

‖層

||1層

IV層

◎第32

C鯨
1層

H層

||1層

Ⅳ層

C蛛

C峡
1層

‖層

||1層

IV層

V層

Ⅵ層

◎第 31図 (C地点 土坑-1・ 躙

1坤
茶褐色土 粕陛あり 粒子細
スコリアブロック

18号土坑 C妹
茶褐色土 粘性有 赤色粒子・礫を含む       1層
茶褐色土 「層と類似するが赤色粒子が多い    ‖層

茶褐色土 1層と類似するが赤色粒子が少ない   ||1層
茶褐色土 粘性ややあり 粒子粗 赤色粒子含

赤褐色土 粕性ややあり 粒子粗 赤色粒子含  ◎第 34

19号土坑・ 20号土坑 C蛛
茶褐色土 粘性なし 粒子細 礫・スコリアを含む    1層
暗褐色土 粕陛なし 礫を多量に含む       ‖層

灰掲色土 粘性なし 礫を多量に含む       Ⅲ層

◎第 33図 (C地点 土坑-4)

C鏃
1層

‖層

50号土坑

茶褐色土 粕性ややあり 礫・赤色粒子を含む

暗褐色土 粒子細 スコリア・炭を少量含む

黒褐色土 粒子細 スコリアを微量に含

図 (C地点 土坑-5・ 竪穴状遺構-2)

2号竪穴状遺構

茶褐色土 粕陛あ
')粒子やや粗 赤色粒子含

明茶褐色土 粘性あり 粒子細 赤色粒子含

暗茶褐色土 粕性弱 粒子やや粗 礫を含む

23号土坑

茶褐色土 粘性ややあり 粒子細 赤色粒子含

明褐色土 粕性ややあり 粒子細 赤色粒子含

茶褐色土 粘性やや有 粒子細 赤色粒子含

暗茶褐色土 粕性ややあり 粒子やや細

28号土坑

黒褐色土 粘性なし 粒子粗 赤色粒子を含む

茶掲色土 粕性なし 粒子細 赤・責色粒子含

黒褐色土 粘性あり 1層と類似

黄褐色土 粕l■あり 粒子細 赤色粒子を含む

茶褐色土 1層に類似する礫・スコリアを含む   III層
黄褐色土 粕性なし 粒子粗 礫を多量に含む   Ⅳ層

図 (C地点 土坑-3・ 堅穴状遺構-1)     c地 点

1号竪穴状遺構

1層

‖層

灰褐色土 粘性なし 粒子細 耕作土       ||1層
淡茶褐色土 粘性なし 赤色粒子を微量含む    Ⅳ層

茶褐色土 粘性あり 粒子細 礫 。赤色粒子含

明茶褐色土 粘性あり 粒子粗 赤色粒子含

9号土坑

1層 :茶褐色土 粕性ややあり 礫・赤色粒子を含む

‖層 :暗掲色土 粒子細 スコリア・炭を少量含む

‖層 :黒褐色土 粒子細 スコリアを微量に含む

13号土坑・ 14号土坑・ 25号土坑

明茶褐色土 粒子細 赤色粒子・礫を含む

茶褐色土 粒子やや細 赤色粒子を少量含む

茶褐色土 粒子細 赤色粒子を含む

明茶褐色土 粒子粗 赤色粒子を含む

茶掲色土 粒子細 赤色粒子を少量含む

茶褐色土 粒子やや細 赤色粒子を少量含む
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法      量(cm) 調  整

胎圭 焼成 色 調 残存状所 備 考番号 器種 園径 最大径 器高 底部径 ぬ深 器 体 部 底部

表 面 稟 面
野 43 4 ヘラ向11' け

文

ワ

店

賢 盈好 示褐色 ほぼ晃全 曇言

皿 回転箆 け

寸

ψ
ヤ
悽

浄止糸切 り ミ釈子 炎褐 色 |ユ fま男全 塁書

A
皿 49 回転箆 け

寸

ウ

ド

浄止糸切 り 雪 良好 よ褐色 ほぼ完全 墨署

弓

4 邸 (3/ (37) け

Ｖ

ψ

苫

∃ 艮好 r褐色 1/8程度

登 色 /ヽ研皇

郷 こ好 辰褐色

野 4∠ ij∪

ラヽ肖‖り

け

一又

ワ

瞥

ラ肖Jり r 髭好 示褐色 y6程度

入

跡 (53) 磨箆

寸

善
蒸
】

4 又釈r 灸褐 色 /4橿 反 付黒

郵 (28) (241
け

寸

ウ

ド

]転糸切 り 良 褐ヽ色 三部の一部

縦用1毛 毛 Z 見 茉茶褐色 ヨ縁の一言[

須恵器 46 (35) 設J離 ) 回転糸切 り 筆 ミタ了 き狭色 ヨ終オ醍

〕色

須恵器

帝or若
(54) (541 冨 良好 震灰色

須恵器 19 炎灰色

14 II 」転箆 け

す

ψ

Ｂ

議止糸切 り ボ褐色

須恵器

義 ∩r警

タタキ 4 見舞 震炊色

須恵器 (991 タタキ タタキ ⊇夕子 火崎 色

皿 1,4 回転範 ]クRナ ユ攻子 芥褐色

18 須恵器 膜師」毛 ]クロ,テ 督 火色 一部 然
谷

須恵器 タタキ F
ヨ籠約辛

罠夕子 炎炊 色 圧片 ヨ終イ日
ホ銅色

講
縫

須

帯

タタキ 冨

里缶対平

ミ好 炎灰色 度片 ∋然和
e

器

密

恵

ｏｒ

須

壷

タタキ 翡
鋭

冨 艮好 震灰色 度片

邪

」転糸切 り

黒 也 色粒子

g灰色 臣言Sの 1/2

lT 144 146 (341 (34) 見同Jり 呼

一又

）

砦

督 見舞 示褐色

24 甕 (20) 縦刷毛 蹟刷毛 木葉痕 驚

岳布 苺 魯

夏舞 終褐 色

25 甕 (09) べ葉痕 やや祖 良 凋茶褐色 三部の一部

Z6 甕 木案痕 やや租

二石 瑾 母

民好 堀茶褐色 臣部の一部

27 甕 (94) 髄用1毛 膜刷 毛 べ菜反 冨

岳石 雲 母

毘好 茶褐色 爵部の一部

28 甕 碇刷 毛 膜用」毛 騎

最石 雲 母

罠夕子 条褐色

甕 (32) (261 髄刷毛 饒刷毛 木葉痕 やや卍

忌布 疸 日

整夕子 余褐 3 蜃IIbの 一 部

坪 (22) 5 コクロナデ
,肖‖り

ロクロナデ 箆肖Jり 密 整好 凋茶褐色 黒体下部の ヨ雷

イ ヨクロナテ

'肖

‖り

ロクロナテ 箆削 り 密 艮 好 赤褐色 臣部の一部 塁書

皿 茶渇色 臣音Bの 一部

琴 46 11) コクロナテ
■皆‖

'J

ロクロナデ 密 良 好 冬褐色 ミ部の一部

訊 不 8 ヨクロナテ
■肖‖り

ロクロナデ

皓 す

亮削 り 密 艮 好 茶褐色 臣部の一音Ь 塁書

須恵器 1クロナテ 1クロナテ 否 R好 災色 ヨ縁の一部

邦 54 ヨクロナア ロクロナデ 宅劇 り 踏 髭好 拐茶褐色 匿部の一吾Б

郵 ヨクロナテ

荘肖‖り

ロクロナテ 回転糸切 り 密 良好 E余褐色 氏部 σ)一 吾苫

高台郵 回転箆 ロクロナテ
暗 守

瞬回斬箆 密 罠好 据茶帽色 巨露[の一部

39 4L ヨクロナテ ロクロナデ

暗文

臣肖4り 厨 髭好 男茶褐色 臣郡の一部

40 lIN 146 (43) (4∪ )

を肖‖り

国クロナデ

暗文

露 罠好 露褐色

41 甕 木葉痕 4
3蒸 亘母

艮 好 余褐 色 兄込み言b

暉捺痕

里 甕 74 碇刷毛 廣用J毛 木棄痕 やや粗 良 好 茶褐色 重部の一部

得 餐 べ東痕 やや粗 良 好 茶褐色 蛋部の一部 み

着

込

搭

見

姫

“

須恵器 (Ob) 罰台賄付

景 迫 色粒子

艮好 炎灰色

45 邸 45 コクロナデ
■肖‖り

ロクロナテ 艮 afF 露褐 色 蜃部 片

46 不 7 コクロナテ

獲肖‖り

ロクロナテ 良 好 凋茶褐色 亘言[の 一言Б
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47 罫 (22) ロクロナデ ロクロナデ 晉 良好 章掲色

48 皿 ロクロナデ

籠削 り

ロクロナテ 回転箆 ] 艮好 月茶褐色 巨部の一部

佃 ll 124 ロクロナテ

箆削 り

ロクロナデ

陪 寸

見好 月茶褐色

皿

甕 碇邦J毛 瑣扁」毛 べ葉痕 やや粗 見 盾茶褐色

bZ 須恵器

重or甕

タタキ タタキ

白色粒子

見舞 受炊 色 疲片

53 郵 ロクロナデ ナ匁
寸

ヨ

宿

2R」 リ 璧 ミ好 褐ヽ色

y 甕 276 (38) 辞め刷毛 廣刷毛 留 兵掲色 ヨ縁 の一部

器憲

芸
エ

須 14t3 ロクロナテ ロクロナテ 囲

髭石

昆女子 盾灰色 お分片

須患器

壷or変

タタキ

黒色粒子

昆射 火色 希分片 利
有

添
沢

lT (21) 84 ヨクロナデ ロクロナテ
指す

糸

り

転

削

目

争

密 良 好 捐ヽ色

“

分片

杯 44 44 40 ヨクロナデ

'肖

‖り
ロクロナデ 箆削 り 密 良 好 ミ褐色 V5程度 圭

自

59 甕 164 (79) I開 J毛 贋痛!毛 露

岳石 雲 母

罠j17 茶褐色 ヨ縁 の一部

側

郭

ヨクロナテ ロクロナデ 」転糸

白色粒子

盈攻子

須恵器 」軟 糸 留

白簿 来↓子

罠 好 火色

62 皿 回転箆 ロクロナデ 密 罠好 茶褐色 監皆M)一 舌b

63 ItF ヨクロナデ
■肖‖り

回クロナデ E削 り r 罠好 慕格色 巨言Бの一言Ь

辟 甕 104 髄席IEL 瞬刷毛 べ案痕 粗や

石

や

岳

艮好 悟茶褐色 臣部の一部

法      量(cm) 調  整

胎土 焼成 色調 残存状漸 備 考番号 器種 口径 最大径 器高 底部径 内深 器 体 部 底部

表面 裏面

1 杯 1■4 47 64 ヘラ肖」り

回クロナテ

け
　
　
一又

ψ

　

店

雰 皇好 赤褐色 y零呈度 三
日
　

□

墨

　

智

2 邪 (27) 53 ]ク ロナテ 回転糸切 り 密 記好 淡黄褐色 1/3程度

3 郷 134 41 け
　
　
一又

ψ

　

盾

密 黄褐色 1/6程度

4 野 104 106 (38) 督 艮好 淡褐色 1/8程度

5 野 (3.0) 64 (24) ]クロナテ
。

ラヽ肖1り

け
　
　
一又

ψ

　

暗

回転糸切 り

ラヽ肖」り

腎 良好 淡褐色 1/3程度

6 野 (38) 79 (34) ]クロナテ'

ラヽ肖Jり

け
　

文

ψ

　

瞥

密 艮好 淡掲色 17 6ri度

7 甕 縦刷毛 1黄 刷毛 葉ヽ痕 密

長石 雲母

良 店茶褐色 底部の一部

8 養 (241 隣刷毛 密

長石 雲母

良 ボ褐色 底部の一部

9 甕 (64) 64 木葉痕 富

民石微星

良好 篭褐色 底部片 日模型系

甕 (2361 (120) (120) ]

三石微星

良好 髯褐色 口縁の一部 日模型系

)と同一個体

甕 244 (30) (30) 0や祖

尋石

良 炎赤褐色 口縁の一部

甕 (36) 縦刷毛 蹟刷毛 木葉痕 必

髭石 雲 母

農好 慕褐色 底部片

甕 234 28.0 (101) (101) 縦刷毛 隣刷毛 野

ミ石雲母

良 黒掲色 国縁の一部

-70-



14 甕 202 (78) (75) 従刷毛 横刷毛 督

量石 雲 母

良好 嗜茶褐色 ヨ縁の一部

須恵器

重or甕

(52) 80 (42) 艮 好 天色 主部の一部 内面

自然釉緑

須恵器

壺or養

タタキ 良 好 香灰色 茂片

17 須恵器

重or甕

タタキ タタキ

ミ石雲母

良好 天色 茂片

陶 器 (■ 4) 良好 茶褐色 ヨ縁の一部

陶 器 良 黄 自色 茂片

法      量(cm) 調  整

胎土 焼成 色調 践存状所 備 考番 号 器種 口径 最大径 器 高 底部径 ぬ深 器 体 部 底 部

表 面 裏 面

1 邸 (21)
け

　

　

文

ψ

　

　

暗

良 好 茶掲色 ヨ縁の一部

不 134 (37) (33) け

　

　

一又

ワ
　

　

砦

粗や
　
　
母

や
　
　
畜
本

良 赤茶褐色 口縁の一部

獅 (22) 雰 包好 明赤褐色 口縁の一部

欠番

野 1クロ,テ

ラヽ削り

け

　

　

一又

ψ

　

　

店

必 良好 赤茶褐色 口縁の一部

6 塔 li4 (29) (25)
け

　

　

一又

ψ

　

　

音

督 良好 茶褐色 口縁 の一部

7 ITN 140 144 34 ]クロナテ・

ラヽ肖」り

け

　

　

一又

ψ

　

　

苫

雰 良好 月茶褐色 部分片

8 杯 84 (34) (29) ]クロナテ

ラヽ肖Jり

冨 良好 茶褐色 V5程度

郭 142 (32) (32) ]クロナテ

ラヽ肖」り

け
　

　

支

ψ

　

　

増

] 良好 旨茶褐色 V琴皇度

甕 122 (56) 縦刷毛 督 良 暗茶褐色 巨部の一部

奎 綻刷毛 貰刷毛

杯 140 284

邸 120 (171 (■ 4) け

　

　

文

ウ

　

　

瞥
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法      量(cm) 調  整

胎 土 焼成 色調 践存状瀕 備 考番号 器種 国径 最大径 器高 底部径 内深 器 体 部 底都

泰 画 票 Eal

1 野 ロクロナテ

箆削り

クロナテ ]転糸切 り 督 霊攻子 喝茶掲色 y5程 度 墨 書

2 野 143 ψ

艶

|ク ロナテ 尋肖」り 良好 音責褐色 ツ零三度 内黒

3 不 1 ψ

鹿

1クロナテ 壱肖1り □ 良好 兵褐色 ほぼ完形 墨 書

野 46 1クロナテ ヨ転糸切り

こ肖‖り

見夕子 爪掲色 V54三度

5 郎 171 ,クロナテ 」転糸切 り

奄肖1り

ミ ミ掲色 3/研三サ憂

6 lT 132 |クロナテ

=酋
‖り

1クロナテ 包南!り 督 皇好 弩褐色 y研呈度

7 lT |クロナテ

'肖

‖り

,クロナテ ]転糸切 り

な首‖,)

督 良好 月赤褐色 y5程度

8 lT 44 黄磨 き

,クロナテ'

1クロナテ

音支

督 良好 喝赤褐色 1/8程度 己込み

9 lT (44) (44) 1クロナテ

竜肖1り

1クロナテ 雪 良好 旨赤褐色 1/8程度

郭 126 〕クロナテ

雹肖1り

1クロナテ 臨同整 露 良好 掲茶掲色 1/4ri度

郵 155 163 (50) (50) 1クロナテ

竜肖1り

1クロナテ 良好 曽茶掲色 1/8程度

邪 (44) ,クロナテ

竜肖」り

1クロナテ 良好 月茶褐色 173程度

ITN 152 158 0 1クロナテ

を肖」り

1クロナテ 冦肖」り 露 男茶褐色 V6程度

ITN 135 (35) 1クロナテ :クロナテ 男茶 褐 色 H/8程度

郵 1クロナテ 1クロナテ 蟄 良好 月茶掲色 78程度

lTN 1クロナテ・

■肖‖り

,クロナテ 名劇 り 良好 月茶褐色 V8程度

長

lT (23) 1クロナテ
｀

■肖‖り

1クロナテ 密 良好 月茶褐色 1/8程 度

杯 144 1 1クロナテ・

を肖1り

1クロナテ 密 里好 月茶掲色 1/8程 度

郷 (31) 1ク llナテ
・

貰磨 き

1クロナテ

店文

密 良好 月茶褐色 巴片

高台 lTN ユクロナテ

暗文

密 良好 慕褐色 1/零三度

不 139 48 45 Iクロナテ

を肖1り

1クロナテ 電削 り 密 良好 盾茶褐色 度片 対黒

不 135 (30) 1ク ロナテ

竜肖‖り

1ク ロナテ 昆好 悟茶褐色 租片

不 (15) 44 1ク ロナテ

裏I旨 ‖ケ,

1ク ロナテ 憂削 り 憂 礎l17 悟茶褐色 皮片

罫 (281 1クロナテ

す肖‖り

1ク ロナテ 電肖」り 堅 罠好 盾茶褐色 V8程度

罫 111 ,ク ロナテ・

貨磨 き

1クロナテ

悟支

良好 茶掲色 度片

必 1ク ロナテ 1ク ロナテ

店支

密 良好 茶褐色 倒片

ITN イクR 1ク ロナテ 密 芭燃 砦掲色 度片 勺黒

郎 r夕 7ヽ 1ク ロナテ 率 E毎 倍茶褐缶 田片 蓋書 アリ

ITN (28) 1ク ロナテ

窮肖‖り

,ク ロナテ 密 良 婿 拐茶掲色 戊片

卒 102 1ク ロナテ
｀

宅削り

1ク ロナテ 密 良 好 堀茶褐色 度片

不 r23Ⅲ 1ク ロナテ ]クロナテ 密 農攻子 現茶褐色 彦持

不 (32) (32) ヨクロナテ

箆削り

1ク ロナテ 密 良 好 拐茶褐色 皮片

不
(司 4) ヨクロナテ

箆削り

]ク ロナデ 羅肖1り 良 好 悟茶掲色 巨言Б片

34 不 138 (30) 1ク ロナテ

瑣磨 き

]ク ロナテ 露 良 好 茶掲色 個片

邪 (35) (35) 1ク ロナテ ,ク Hナ テ

暗文

露 良 好 潟茶褐色 度片

郵 122 (47) (47) 1ク ロナテ

蓑磨 き

]ク ロナテ

嗜文

露 良 郷 拐茶褐色 度片

高台郭 (141 1ク ロナテ

嗜文

露 良好 拐茶褐色 豆部片 見込み部

こ3増支

イ 173 54 64 1ク ロナテ'

■肖‖り
巧削 リ 賢 悟茶褐色 V4Fi度

39 邸 1ク ロナテ

窮肖‖り

,クロナテ 電削 り 冨 拐茶掲色 巨言5,キ 墨書

主

郭 137 1ク ロナテ

衰肖‖り

1クロナテ 密 良 拐奈掲色 ヨ縁片 三書アリ

邸 (31) 1ク ロナテ

争肖‖り

密 良 好 凋茶褐色 ヨ縁片
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42 野 42 ロクロナテ

箆削 り

回転糸切 り

箆肖‖り

亀好 粥茶褐色 V婿三度

43 郵 126 (46) 回クロナテ

箆削り

け

文

ψ

嗜

露 乾好 赤褐色 慶片

判 邪 135 (3つ ロクロナテ

箆削り

密 罠好 茶褐色 ヨ縁片

45 不 (28) け

文

ψ

砦

密 良 好 茶掲色 ヨ縁片

羽 釜 225 弔」毛 買刷 毛 密

長石 雲 母

良 砦茶掲色 ヨ縁片

羽 釜 262 345 蓑刷毛 買用」毛 畜

長 石 雲 母

曼 茶褐色 ヨ縁片

48 甕 (371 従刷毛 見ナテ 省

長 石 雲 母

良 好 茶褐色 ]縁片

49 甕 (641 能刷毛 買刷 毛 べ藁痕 省

長 石 雲 母

良 慕掲色 臣言[片 見込み部

旧 摩 清

甕 102 (73) 能刷毛 買刷毛 菜ヽ痕 管

長 石 雲 母

良 茶褐色 罵部片

甕 従刷毛 頂用」毛 べ菜根

長石 雲 母

茶褐色 頁部片 見込み部

'国

お虐

甕 (127) (120) 従刷毛 蓑刷毛 べ葉痕 露

巨石 霞 日

明茶掲色 巨部片

53 甕 従刷毛 嚢刷毛 べ葉痕 密 て褐色 互部片

54 甕 (27) 碇用」毛 資刷毛 べ藁痕 密

長石 雲 母

良 掲ヽ色 巨部片

甕 .(27) 碇吊」毛 震昂J毛 べ葉痕

髭石 雲 母

良 瞥茶褐色 葺部片

甕 (171 従刷毛 べ葉痕 監

長 石 雲 母

良 褐ヽ色 底部片

甕 べ藁痕

督き

密 良 凋茶褐色 底部片 果

型

蕨

斐

保

甲

旧

非

野 144 1クロナテ
。

す首‖り

け

一又

ワ

店

蜜 良好 茶褐色 口縁片 墨書

野 (35) 1クロナテ

■首1,〕

け

支

ワ

営

良好 兵褐色 口縁片

甕 172 (56) 従用1毛 貰刷毛 やや粗

長石 晏 母

艮 辰掲色

須恵器

養or壷

髯攻子 疋褐色 破 片

62 須恵器

套Or帝

冨 ミ女子 疋褐色 慶片

須恵器 (57) タタキ タタキ 雪 盈玖子 疋褐色 疲片

須恵器 タタキ ミ好 突灰褐色 茂片

須 恵器

望雪ぉr恙
(司 00) (100) タタキ タタキ 良好 火褐 色 曖片

須 恵器

朝
=∩

r蕩
(1■7) タタキ タタキ 雪 良好 灰褐色 曖片

須恵器

碧 nr蓄
(64) タタキ タタキ 蟄 良 好 天掲色 曖片

須恵器

碁 ∩r苔

タタキ 琢 良 好 白灰色 成片

69 須 恵 器

甕 or壷

タタキ 雰 良 好 叉掲色 成片

須恵器

甕or壷
(43) タタキ 摯 良 好 濃灰褐色 茂片

皿 4 Hクロナテ

麦者‖り

冨 良 好 赤掲色 £形 墨書

72 皿 4 ]クロナテ'

■肖‖り

]クロナテ E削 り F 良 好 赤掲色 V2Xi度 墨書

73 邪 ユクロナテ'

■肖‖り
L削 り 蟄 良 好 赤褐色 1/餅呈度 墨書

74 皿 40 ψ

■

覧削り 罠好 俊褐色 V籍三度 墨書

7氏 欠番

76 皿 126 1クロナテ'

宅削り

4 良好 赤褐色 1/銃呈度

皿 コクロナテ

箆削り

箆削 り 督 良好 淡褐色 曖片 塁書

甕 328 (50) 従刷毛 費`用」毛 雪

三石 雲 母

良好 茶褐色

甕 276 284 従刷毛 買刷 毛 □

尋石 雲母

良 好 茶掲色 ヨ縁の一部

甕 378 (40) 従刷毛 貰刷 毛 □

三石 て雲母

良 好 悟褐色 ヨ縁の一部

甕 322 354 従刷毛 買用J毛

こ石雲母

罠好 茶掲色 ヨ縁の一部

82 甕 302 従刷毛 資昂」モ

三石 雲 母

髭好 茶褐色 ヨ縁の一部

83 甕 (38) 従刷毛 瑣用J毛

尋石 雲 母

艮j17 茶褐色

甕 154 (50) 従刷毛 貰刷毛 ぞ
尋石 雲 母

艮婿 雫褐色
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甕 186 (351 1ク ロナテ 密

長石

整女子 茶掲色 ヨ縁の一部

甕 176 18.2 (40) (40) &刷毛 噴刷毛

長石 雲 母

乾好 茶褐色 ヨ縁の一部

甕 204 (40) 碇用」毛 環刷毛 撃

尋石 雲 周

髭釈子 茶褐色 ヨ縁の一部

88 甕 256 (66) o6) 縫刷毛 演刷毛

三石 雲 周

芝好 茶掲色 コ縁の一部

89 甕 244 25 縦刷毛 険刷毛 雪

子石 雲 日

記jlf 赤掲色 ヨ縁の一部

甕 250 268 縦刷毛 横刷毛 璧

尋石 § 日

皇好 茶褐色 ヨ縁の一部

甕 222 270 (2.3) 縦刷毛 横刷毛

婁石 雲 周

整好 茶褐色 ヨ稼の一部

皿 126 lR ρ ]クロナテ ]クロナテ 等止糸切 り 霊好 茶褐色

甕 264 270 (42) 縦刷毛 慣刷毛 笛

長石 雲 目

里好 茶褐色 口縁の一部

y 甕 292 296 (45) (45) rIL刷毛 贋刷毛 管

長石 雲 母

良好 茶褐色 ヨ縁の一部

95 甕 244 252 (39) (39) 綻席」毛 贋用!毛

髭石 雲 母

髯女子 茶褐色 ヨ縁の一部

甕 236 244 (40) (401 縦刷毛 横昂1毛

罠石 雲 母

ミ好 茶褐色 ヨ縁の一部

甕 174 186 (40) (40) 縦刷毛 陵刷毛 露

岳石 雲 母

良好 茶褐色 口縁の一部

甕 192 198 縦刷毛 賞刷毛 雰

岳石 雲 母

望好 茶褐色 口縁の一部

甕 (171 縦刷毛 賞刷毛 葉ヽ痕

巨石 瑾 母

良好 茶褐色 底部の一部

察 思 器

甕 or壷

(35) (35) タタキ 密 良好 天褐色 破 片

甕or壷
(42) タタキ 密 良好 濃灰褐色 度片

(■ 6) クロナテ クロナテ 霊好 天褐色 度片

蓋

(09) クロナテ
‐

クロナテ 皇好 ヨ灰色 i5分片

須恵器 (17) クロナテ クロナテ 訟 里好 火褐色 耶分片

須恵器 (17) (17) クロナテ 1クロナテ 露 見好 火褐 色 恥分片

須恵器 (21) (21) 1クロナテ !クロナテ 密 良好 死掲色 i[分片

須恵器 クロナテ 1クロナテ 雰 良好 更掲色 耶分片

109 娠 忍喬

ITN

(25) (251 ]ク ロナテ 密 良好 死掲色 弔分片

須 患 希

lTN

(181 (07) 1クロナテ 1ク ロナテ 回転糸切 り 密

長石

良好 雪灰色 巨言[片

須 思轟

高 台 lTN

(04) Hクロナテ 密

長石

良 好 更自色 ⊆皆b片

〓璽

208 228 (28) 軍 良 死自色 ヨ縁片

不

(10) 1ク ロナテ ]クロナテ ぞ 良 戻塩色 臣部片

密or壷

タタキ 良 戻自色 度片

甕or童

タタキ タタキ やや粗 良 録灰色 度片

須恵器 200 240 (50) 野 艮 炎灰 色 ヨ縁片

須恵器 タタキ やや粗 髭舞 農炊 色 度片

須恵器

`
良好 天白色 戊片

須恵器 タタキ g 良 好 砦茶掲色 戊片

須恵器 タタキ 撃 良 好 黒灰色 腹片

須 恵 器

蓋
(12) ]クロナテ 蟄 良 好 農灰色 茂片

司22 須恵器

郎
(251 ]クロナテ ユクロナテ 督 良 好 香灰色 度片

頻 思 誘

甕 or壷

194 200 (251 (25) ]クロナテ ]クロナテ 良 好 死自色 ヨ縁片

甕 (i3) 肇

ミ石雲目

良 切茶褐色 臣部片

125 甕 (23) (■ 6) F
邑石 雲母

良 堀茶褐色 巨部片 見込み部

甲捺痕

郵 168 170
箆削 り

|クロナテ 膠 良 好 明茶褐色 ヨ縁片

郭 128 260 (36)
箆削 り

|クロナテ

音す

野 茶褐色 ヨ縁片

甕 司12 縦刷毛 買刷毛 木案反

ミ石雲目

砦茶褐色 重部片

129 密 (23) (23) 縫用1毛 買郎J毛 べ菜反

三石 雲 母

惜茶褐色 宣部片
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法      量(cm) 調  整

胎土 焼成 色調 践存状湧 備 考番号 器種 口径 最大径 器高 底部径 ぬ深 器 体 部 属 部

表 面 裏面
1 邸 ロクロナテ

ヘラ肖」り

け

文

ψ

店
“

ミ好 堀茶掲色 ヨ縁の一部

2 不 (34) ロクロナテ

ラ肖1り

け
　
一又

ψ
　
旨

密 良 砦茶褐色 ヨ縁 の一言[

3 邦 130 (35) (35) 朗
歳

密 良好 炎褐色 国縁の一部

4 不 r24Ⅲ 雰 良好 汽茶褐色 口縁 の一部

5 llTN

(46) け

文

毘夕子 瞥赤褐色 1/研呈度

6 郵 ロク月ナテ

ラ削り

津止糸切 り 整好 て褐色 底部の一部

7 邦 (35) ]クロナテ 孵
一敲

琢 良好 月茶掲色 口縁の一部

不 74 (24) (24) け

削

必 良好 掲ヽ色 口縁の一部

ITN r20Ⅲ 露 良好 茶掲色 回縁の一部

野 督 良好 赤茶掲色 口縁の一部

郵 (041 Πクロナテ

ラ肖」
',

け

支

ψ

一悟

回転糸切 り ζ 良 好 茶掲色 貪部の一部

郷 74 (0.5) ロクロナテ

ラ肖Ⅲt,

やや粗 良好 赤掲色 巨部の一部

郵 やや粗 良好 瞥赤掲色 ヨ縁の一部

14 郵 ロクロナテ

ラ肖1り

蕗 良好 炎褐色 ヨ縁の一部

郭 104 (25) 剥離 ) クロナテ 密 良好 茶掲色 1/軒皇度

須恵器

郵

122 回転糸切 り 蜜 良好 農灰色 73程度

須恵器

然

回転糸切 り 密 良好 死褐色 臣部の一部 雪台付き

須恵器

lTN

(22) ロクロナテ 密 良好 炎灰色 ヨ縁の一部

須恵器

郎
(28) 1クロナテ 督 良好 震灰色 ヨ縁の一部

須恵器

杯

良好 疋褐色 ヨ縁の一言I

邦 41 ロクロナデ

ラヽ肖!り

ミ好 茶掲色 ソ3程度 ∃書

甕 246 258 (13.6) (136) 縦刷毛 隣刷毛 露

量石 雲 目

髭女子 奈褐色 ヨ縁の一部

23 甕 (291 本葉痕 雪

ボ色粒子

記好 暗褐色 巨部の一部

24 甕 222 22.8 ミ好 明赤掲色 口縁 の一部

甕 244 254 縦刷毛 やや祖

長石 雲 目

髭好 茶掲色 口縁の一部

甕 (43) 縦刷毛 横刷毛 木葉痕 やや祖

長石 雲 母

乾好 茶掲色 ヨ縁の一部

罫 (48) (48) ロクロナテ

ミカ■

け

一又

ψ

一盾

やや祖 乾好 明茶掲色 ヨ縁の一部
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法      量(cm) 調  整

胎土 焼成 色 調 院存状湧 備 考番号 器種 国径 最大径 器高 底部径 内深 器 体 部 底部

泰 Ial 票 Ial

1 杯 48 ロクロナテ'

箆削り

回転糸切 り

窮肖‖り

督 受好 茶褐色 1/零皇度

2 邸 122 42
箆削 り

督 ミ好 羽茶掲色 ほぼ莞全

不 41 1ク ロナテ 浄止糸切 り 密 良好 卜褐色 ほIF完 全 垂
自

墨

人

郷 134 (55) 1クロナテ'

竜削り

曽文 密 良好 音茶掲色 1/研三度 勺黒

ITN 122 29 ロクロナ

箆削 り

嗜文 諄止糸切 り 雰 良好 炎褐色 1/銹呈度 内黒

郵 156
箆削 り

1クロナテ ぞ 良好 卜褐色 1/8程度 内 黒

7 皿 126 (341 43 ]クロナテ ユクロナテ 密 良好 (謁色 1/零呈度

皿 4呵 ψ

遭

回転糸切 り

雹削 り

雰 良好 炎褐色 y4程度 墨書

人

皿 」24
箆削 り

苫文 E削 り 密 蔵好 鷺掲色 y6程度 内黒

甕 214 272 縦刷毛 蹟刷毛

母

露

る
表

盛 暗茶褐色 ヨ縁の一部

皿 146 15 訟 良好 (褐色 ヨ縁の一部

lTN 164 嗜支 語 良好 暗茶褐色 ヨ縁の一部

甕 98 (2ハ 従刷毛 隣刷毛 密 良 好 よ褐色 こ告Бの一言Б

甕 従昂J毛 横刷毛 酵 農 店茶褐色 臣言Sの 一言Б

甕 1 8 密 良 茶褐色 臣部

甕 98 能昂」毛 横刷毛 密 長 磨茶掲色 苺部の一部

7 甕 r55Ⅲ 96 r52Ⅲ 能昂」毛 横刷毛 密 良好 ホ茶掲色 壺部の一部

甕 (40) (33) 従昂」毛 横刷毛 密 良 悟茶褐色 臣部の一部

甕 186 236 (48) (48) 従昂J毛

母

密

雨
云

良 瞥茶褐色 ヨ縁の一部

養 横刷毛 密 良 旨茶褐色 氏言[の一言Б

lTN 賠 文 F肖‖り 良好 蓋掲色 1/4ri度 再黒

22 lTh 128 r27ヽ 階 文 良好 茶褐色 ヨ縁の一部

23 lTh 88 9 r20Ⅲ 58 ]クΠナテ 回転糸切 り 良好 茶掲色 V石三度 勺黒

24 皿 136 142 55 ]ク Eナテ 浄止糸切 り 良好 赤茶褐色 V3程度

25 甕 (20Ⅲ 能刷毛 良 色 巨部の一部

甕 (03) やや粗

薫母

良 宿茶褐色 質部の一部

27 甕 r241 瑣刷毛 良 黒掲色 巨部の一部

甕 134 r4JⅢ (41Ⅲ 良 好 FBr黄掲色 ヨ縁の一部

甕 764 14∩ r14∩ 毛 吊1毛 やや粗 艮好 ホ茶褐色 ～】同音[

郵 (20) ]転糸切り

を肖」り

良好 凋赤茶褐色 1/3程度

甕 84 浄止糸切 り 良 培茶褐色 重言Bの一言[

須恵器

善 flr蒼

(2041 (2041 タタキ 良好 晨灰色 睫片

須恵器

壷or甕

(70) (70) 督 茎好 天褐色 茂片

辟 須恵器

吉 ∩r碁

(38) 記好 天褐色 度片

須恵器

皿

132 134 (41) (41) 冨

長 石

天褐色 ヨ縁の一部

甕 ri8Ⅲ 従刷毛 責刷毛 葉ヽ痕 督 ミ好 赤掲色 巨部の一部

甕 24 248 従刷毛 雰 乾好 培茶褐色 ヨ縁の一部

38 甕 14 r36Ⅲ 霊刷毛 1毛 ミ好 赤茶褐色

甕 (20) (14) 従刷毛 べ葉痕 粗や

日

や

雨
一

良 淡褐色 重部の一部

40 甕 (44) 従刷毛 蓑刷毛 葉ヽ痕 密

長石 寝 月

良好 赤褐色 頁部の一部

須恵器

壷or甕

(48) (45) タタキ タタキ 占
コ 良好 灰 色 茂片 自然釉

42 変 底部片

43 須恵器

壷or甕

政片

郭 須恵器

壷or甕

茂片
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法      量(cm) 調  整

胎主 焼成 色調 残存状所 土坑名
繕   蛯

番号 器種 口径 最大径 器高 底部径 ぬ深 器 体 部 底部

泰 向

皿 1ク ロナテ

、ラ削 り

密 良 赤茶褐色 1/3桂辰

車
釜須恵器 」転糸切り 密 罠好 更褐色 巨部の一部 略牡

須恵器 (63) (63) 冨 昆好 晨灰色 ヨ縁 の一部 A84土

誘
繕

須

帝
332 (28) F 髭好 ミ灰色 ヨ縁 の一部 略牡

須恵器

壷or奢

256 (85) 密 尾 好 火FgJ色 ヨ稼の一部 8ヽ4二L

講

譴

須

壷
(35) タタキ タタキ 密 良 好 示衡 色 曖片 略4土

諦
綾

須

恭
(bO) タタキ タタキ 密 良 好 炎褐色 度片 4ヽ8土

須 恵 器

帯 Or甕

タタキ タタキ 良 茶褐色 度片 8ヽ8土

須恵器

蓄or著
(44) (44) タタキ 督 貝 示茶褐色 曖片 8ヽ4土

甕 (37) 贋刷毛 木葉痕 匿部片 町5土

法      量(cm) 調  整

胎土 焼成 色調 残存状瀕 土坑名

備  老

番 号 器種 園径 最大径 器高 底部径 内深 器 体 部 底部

表 面 裏 面

1 坪 ロクロナテ

ヘラ肖‖り

]クロナテ 密 史好 炎褐色 ヨ縁 の一部 028土

杯 14 122 (24) 回クロナテ

ヘラ肖1り

露 ミ好 ボ茶褐色 J稼 9)一舌ト ン8土

杯 ]クロナテ 露 里好 茶掲色 ヨ縁の一部 ε28土

郵 け

剤

Zi 男茶褐色 ヨ縁の一言[ ε28土

不 (14) ]クロナテ

ラヽ肖‖り

]クロナテ

母

必
】
誦
一【

炎TgJ色

'28土

lIN (26) ユクロナテ 良 好
「

余褐色 光 土

7 郵 66 耳クロナテ
‐

ラヽ肖‖り

]クロナテ ラヽ削り 雰 良 好 冬褐色 ミ皆bの 一 吾b 引9土

郵

ラヽ削 り

]クロナテ ラヽ削 り 否

岳石

艮好 条褐色 玉言[の 一吾[ ,28土

皿 120 け

削
否 ミ女子 示褐色 ヨ縁 の一部

'28土

甕 (Z/ (Z/ 碇刷毛 践刷毛 F 悟茶褐色

'28土

甕 (Z/ 96 横刷毛 やや祖 良 好 悟余 掏 色 ψ8土

甕 お 4 綻刷毛 頃制毛 剰離 ) 冨 良好 瞥茶褐色 J稼 の 一 部 う28土

1 奏 242 (241 (24) 頂柄!毛 否 良好 慕褐色 口縁の一部 ン8■

甕 やや租

長石

盾茶褐色 底部の一部

'16土

益思

姜
車

察 162 (23) 棄夕子 火IIB色

'19土

浜          畳
`∩

mヽ 司吉   ヨ異蕃

胎土 焼成 色調 践存状浙 名

拷

溝

備

番号 器種 園径 最大径 器高 底部径 内深 器 体 部 底 部

表 面 裏面
1 郵 ユクロナテ け

Ｖ

ψ

苫

諄止糸切 り やや粗 良好 炎余 褐 色 伊;,毒

須恵器 憂 良好 雪灰色 破片 4号 ,毒

獲 恵 器

蓄 or套
(4/ (3υ )

」転糸VJり

富台付

賢 良好 疋褐色 底部の一部 4号溝

4 喬

郵

思

ム
ロ

察

音
商

llり 出 し 督 ミ好 底部片 碍
'音

甕 密 ミタ子 靖 肩

IF甲 悲型
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法 量 rcm、 言日  整

胎土 焼成 色 調 残存状漸 遺構名

備  姥

番 号 器種 口径 最大径 器高 底部径 内深 器 体 部 底部

表 面 裏面
甕 184

須恵器 ヨクロナテ ロクロナテ 密 艮 好 ミ褐色 度片 号竪穴

量 rcmⅢ 循 爾肇  ・  好訴 言! 彊目 】園

1 刀子 全  長 枷
相
帥

長

部

部

柄

刃

着

71cm

肥厚最大幅

厚 さ

2 紡,垂草 全  長 2■3

42
車部 直径 :4 2cm厚 さ:04cm

舶部 直径 :0 4cn最大幅

享さ

3 墾 全 長 縣
柄
∝

基部に着柄用の突起部あり

刃部長: 1 8cm最大幅

享 さ

4 鏃 全  長 貶
∞
悌

断面 :方形

尾部幅減少

羽部片方欠損

最大幅

享さ
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写 真 図 版
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A地点 1号掘立柱建物跡



A地点調査前風景

C地点表土剥ぎ

A地点表土剥ぎ

Al住プラン確認

Al住カマド①

ヤ″彰″||■ご|ド 歳ヽ,|、こ

Al住調査風景 Al住カマド検出状況

Al住カマド②

Al住カマド③



Al住遺物出土状況① Al住遺物出土状況②

Al住完掘状況 Bl住検出状況

Bl住遺物出土状況 Bl住完掘状況

Bl住カマド検出状況 Bl住カマド断面

-81-

Cl住遺物出土状況



Cl住完掘状況 C2住 2号カマド検出状況

C2住 2号カマド断面 C2住 2号カマド堀り方

C2住 1号カマド断面 C2住 1号カマド堀り方

C2住覆土セクンョン C2住遺物出土状況① C2住遺物出土状況②
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C2住遺物出土状況③ C2住遺物出土状況④

C2住完掘状況

C3住鉄鏃出土状況

Dl住検出状況 Dl住カマド検出状況



Dl住カマド構造 Dl住遺物出土状況①

Dl住遺物出土状況② Dl住遺物出土状況③

Dl住遺物出土状況④ A地点プラン確認

鞄 :準

―
i

A地点調査風景 A地点土坑群① A地点土坑群②
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A地点 2号掘建立柱建物跡 C地点撃出土状況

A地点近景① A地点近景②

B地点近景 C地点近景

C地点土坑群 B地点調査風景 C地点調査風景
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(墨雷隅y)8 尋岳,V(畢雷解割)乙 Tl岳IV

8 Tl岳[∀乙 Tl岳[∀

(畢雷隅y)上 Tl岳,V(墨雷鰐y)[ Tl吾,V

上 Tl岳[V[ 弔岳|∀



Al号住 Al号住 11

Al号住 58

Al号住 出土土器
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住
　
一

口５
　
　
一一

B4

Bl暑住  1(底部墨書) Bl暑住 13

Bl暑住 10

Bl暑住 出土土驀
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C2号住  1 C2捏]イ生 2

C2号住 3 C2号住 4

C2号住 5 C2号住 6

C2号住 7 C2号住 58(墨書)
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C2号住 39(墨書) C2号住 71

C2号住 72(墨書) C2号住 71(墨書)

C2号住 73(墨書) C2号住 74(墨書)

C2号住 出土土器
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C3号住 16(須恵器) C3号住 21

C3号住 出土土器 Dl号住 2

Dl号住 3(墨 書) Dl号住 8

Dl号住 9 Dl号住 8(底 部墨書)
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1号住 出土土驀

A76土坑 (墨書)
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遺構外出土 (須恵器)

企画展「古代への旅」にて
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要

主 な 時 代

平安時代

主 な 遺 構

平安時代の竪穴住居跡 6軒・竪穴状遺構 2棟・掘立柱建物跡 2棟・溝状遺構 5条
土坑150基

特 殊 遺 構

特 殊 遺 物
平安時代の鉄製品 (鉄鏃・紡錘車・刀子・磐)

調 査 期 間

2001年 12月 10日 ～2002年 4月 30日
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